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前
文

　

若
者
と
年
長
者
た
ち
は
、
試
験
と
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
「
平
等
に
」
競
争
し
た
た

め
に
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
試
験
複
合
体
の
中
へ
異
な
る
個
人
的
経
験
を
持
ち
込
ん

だ
。成
功
の
儀
式
は
青
年
た
ち
に
と
っ
て
魅
惑
的
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

一
方
、
手
に
入
り
に
く
い
学
位
を
追
い
も
と
め
る
彼
ら
よ
り
年
長
の
人
々
に
と
っ
て

失
敗
の
苦
悩
は
共
通
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
局
、
年
若
い
少
年
に

と
っ
て
の
長
年
の
準
備
期
間
、
年

長
者
に
と
っ
て
の
さ
ら
に
長
い
敗
北
の
期
間
に
基

づ
く
感
情
的
な
緊
張
状
態
は
、王
朝
の
試
験
体
制
に
対
す
る
人
間
的
反
応
で
あ
っ
た
。

そ
の
開
催
地
は
、
成
功
し
た
若
者
に
と
っ
て
の
機
会
の
場
で
あ
り
、
全
く
成
功
し
な

か
っ
た
年
長
者
に
と
っ
て
は
「
文
化
的
監
獄
」
で
あ
っ
た

1

。
成
功
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
圧
力
が
、
彼
ら
に
特
有
の
性
格
を
形
成
し
た
。
大
抵
の
人
に
と
っ

て
、
張
謇
（
第
五
章
を
み
よ
）
と
い
う
「
状
元
」
の
経
歴
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
忍

耐
が
、
人
の
生
き
方
に
な
っ
た
。
他
の
人
々
は
自
ら
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、

エ
リ
ー
ト
の
文
化
的
シ
ン
ボ
ル
や
通
俗
的
表
現
、
そ
し
て
時
折
、
自
ら
を
苦
し
め
る

文
化
的
監
獄
に
対
す
る
政
治
的
反
抗
へ
と
昇
華
し
た
。

　

科
挙
の
制
度
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
エ
リ
ー
ト
の
知
的
言
説
と
知
識
人
の
日
常
生
活

と
の
間
の
媒
介
と
な
っ
た
。
感
情
的
な
緊
張
状
態
は
、
わ
ず
か
な
名
誉
と
幸
運
を
与

え
た
が
、
大
抵
の
人
々
に
と
っ
て
は
絶
望
も
し
く
は
失
望
に
直
面
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
に
、
彼
ら
の
人
生
に
お
い
て
そ
れ
は
触
媒
で
あ
っ
た

2

。
こ
の
章
で

1 
一
六
三
七
年
に
書
か
れ
た
方
以
智
（
一
六
一
一   ‒

七
一
）
の
文
章
「
七
解
」
を
み
よ
。

そ
れ
は
、「
試
験
人
間
」
の
一
人
、
資
産
家
の
一
族
出
身
の
若
者
に
対
す
る
意
見
を
表

明
し
て
い
る
。W

illard Peterson Bitter G
ourd pp44-47

に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

2 N
ivison “Protest against C

onventions and C
onventions of Protest,” pp.177-201 
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「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、

試
験
生
活
」（
上
）

高　
　

津　
　
　

孝　
訳

　

本
訳
文
は
、B

enjam
in A

. Elm
an. A C

ultural H
istory of C

ivil Exam
inations in 

Late Im
perial C

hina. B
erkeley: U

niversity of C
alifornia Press. (2000)

の
第
六
章

の
翻
訳
で
あ
る
。

　

第
六
章
「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」
は
次
の
四
つ
の
節
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

前
文

一
．
宗
教
と
、
科
挙
の
通
俗
的
維
持
安
定
策

（
一
）
通
俗
民
間
伝
承
と
宗
教

（
二
）
科
挙
予
言
の
た
め
の
技
術

二
．
明
代
状
元
の
夢
と
抱
負
　（
以
下
、
次
回
）

三
．
科
挙
に
お
け
る
占
い
の
技
術
に
対
す
る
抵
抗

（
一
）
一
五
五
八
年
（
嘉
靖
三
七
年
）
順
天
郷
試
と
自
然
の
変
則
に
対
す
る
解
釈

（
二
）
科
挙
に
お
け
る
運
命
の
予
言
に
対
す
る
清
朝
の
観
点

四
．
失
敗
に
対
す
る
二
者
択
一
の
反
応

（
一
）
疎
外
さ
れ
た
蒲
松
齢
と
科
挙
生
活

（
二
）
洪
秀
全
と
科
挙
に
つ
い
て
の
対
抗
的
未
来
像



高
　
　
津
　
　
　
孝

二
六

な
相
互
作
用
を
示
す

4

。
記
録
さ
れ
た
夢
と
幸
先
の
良
い
出
来
事
は
、
公
的
に
科

挙
受
験
者
の
個
人
的
成
功
も
し
く
は
失
敗
を
説
明
す
る
。
そ
れ
は
彼
ら
の
潜
在
的
で

集
合
的
な
精
神
の
緊
張
の
、
明
白
で
非
公
的
な
報
告
で
あ
っ
た

5

。

　

し
た
が
っ
て
、
試
験
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
苦
悶
は
、
歴
史
的
な
現
象
で
あ
り
、

少
年
や
男
性
た
ち
は
、そ
れ
を
親
し
く
、深
刻
に
経
験
し
、彼
ら
の
父
権
社
会
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
そ
こ
に
賦
与
さ
れ
た
。
彼
ら
の
父
、
母
、
姉
妹
と
親
戚

は
こ
の
苦
悶
を
免
除
さ
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
そ
の
経
験
を
共
有
し
、
快
適
さ
、

慰
め
、
激
励
を
提
供
し
た
。
試
験
の
成
功
も
し
く
は
失
敗
の
直
接
的
、
個
人
的
な
経

験
は
、
我
々
が
見
て
き
た
よ
う
に
、
ま
す
ま
す
困
難
に
な
る
勝
率
に
対
し
て
、
お
互

い
に
競
争
し
て
い
た
何
百
万
も
の
男
性
受
験
者
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。社
会
的
、

政
治
的
構
造
の
深
い
溝
は
、
試
験
官
の
公
的
な
古
典
的
標
準
（
八
章
を
見
よ
）
を
、

4 R
obert H

egel, “D
istinguishing Levels of A

udiences for M
ing-C

hi’ng Vernacular 
Literature: A

 C
ase Study,” in D

avid Johnson, A
ndrew

 N
athan, and Evelyn R

aw
ski, 

eds.,18-32

を
見
よ
。
参
考
：
宮
崎
市
定『
科
挙
』英
語
版pp18-32.　

“popular culture”

（
通

俗
文
化
）
と“elite discourse” 

（
エ
リ
ー
ト
言
説
）
と
の
間
の
両
立
し
え
な
い
分
裂
が
、

ど
の
よ
う
に
科
挙
体
制
が
エ
リ
ー
ト
の
文
化
生
活
と
非
エ
リ
ー
ト
の
文
化
生
活
を
貫
い

て
い
た
か
を
適
切
に
説
明
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
た
め
に
、私
は
、“popular”

（
通
俗
）

と
い
う
言
葉
を“non-elite” 

（
非
エ
リ
ー
ト
）
よ
り
は
む
し
ろ“non-offi

cial” 

（
非
公
的
）

を
意
味
す
る
た
め
に
使
用
す
る
。し
た
が
っ
て
、私
は“popular”

（
通
俗
）と
い
う
言
葉
で
、

エ
リ
ー
ト
と
非
エ
リ
ー
ト
が
自
ら
の
人
生
に
対
処
す
る
こ
と
と
同
時
に
、
運
命
と
折
り

合
い
を
つ
け
、
宗
教
に
援
助
を
祈
る
た
め
に
使
用
し
た
こ
れ
ら
の
技
術
を
意
味
す
る
こ

と
と
す
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
のEugenia Lean

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
感
謝
す
る
。

5 
明
代
後
期
の
文
学
に
お
け
る
夢
の
利
用
に
つ
い
て
は
、Judith Zeitlin, H

istorian of 

the Strange: Pu Songling and the C
hinese C

lassical Tale 

（Stanford: Stanford 
U

niversity Press, 1993

）, pp. 132-81

を
見
よ
。
宋
代
の
科
挙
と
知
識
人
の
夢
に
つ
い

て
は
、C

haffee, The Thorny G
ates of Learning in Sung C

hina, pp. 177-81

を
見
よ
。

は
、
し
ば
し
ば
、
知
識
人
た
ち
が
、
競
争
的
な
郷
試
、
会
試
、
殿
試
と
い
う
古
典
的

体
制
に
対
す
る
彼
ら
の
感
情
的
な
反
応
を
あ
る
方
向
へ
向
け
る
努
力
の
中
で
、
宗
教

や
占
い
へ
と
ど
の
よ
う
に
向
か
っ
た
か
を
詳
細
に
記
録
す
る
。
一
九
〇
四
年
（
光
緒

三
〇
年
）
の
殿
試
で
清
朝
に
お
け
る
最
後
の
探
花
（
第
三
位
）
で
あ
っ
た
商
衍
鎏
は
、

彼
の
試
験
経
験
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
一
八
九
一
年
（
光
緒
一
七

年
）、
二
十
歳
の
時
、
私
の
﹇
才
気
煥
発
な
﹈
い
と
こ
は
会
試
に
合
格
し
挙
人
と
な
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
年
度
に
、
北
京
に
お
け
る
殿
試
を
終
え
て
広
東
に
帰
っ
た

時
、
彼
は
病
気
に
な
り
、
そ
の
後
ま
も
な
く
亡
く
な
っ
た
。
私
の
母
は
私
に
言
っ
た
、

『
知
的
す
ぎ
る
の
は
人
生
を
縮
め
る
―
―
お
前
の
よ
う
に
少
し
愚
か
な
方
が
良
い
』

と
」

3

。

　

呉
敬
梓
（
一
七
〇
一‒

五
四
）『
儒
林
外
史
』
の
よ
う
な
通
俗
小
説
や
、
蒲
松
齢

（
一
六
四
〇‒

一
七
一
五
）
に
よ
る
物
語
は
、古
典
に
基
づ
く
試
験
に
失
敗
し
た
人
々

に
よ
っ
て
一
般
に
日
常
語
で
書
か
れ
、通
俗
的
作
風
で
そ
の
選
抜
の
過
程
を
嘲
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
虚
構
的
文
章
は
、「
透
明
な
テ
キ
ス
ト
」で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
語
り
は
、

失
敗
の
観
点
か
ら
試
験
過
程
を
枠
に
は
め
た
文
化
的
構
築
物
と
し
て
読
ま
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
著
作
は
、「
通
俗
的
」
読
者
と
し
て
の
エ
リ
ー
ト
、
非
エ
リ
ー

ト
双
方
に
対
し
て
訴
え
か
け
た
こ
と
か
ら
、私
は
、意
図
的
に
「
通
俗
―
エ
リ
ー
ト
」

と
い
う
二
分
法
に
以
下
疑
問
を
呈
し
、
二
つ
の
極
点
の
間
の
、
入
り
組
ん
で
流
動
的

見
よ
。
参
考
、W

alter A
bell, The C

ollective D
ream

 in Art 

（C
am

bridge: H
arvard 

U
niversity Press, 1957

）,pp57-66.

3 Sheang [Shang] Yen-liu

商
衍
鎏,"M

em
ories of the C

hinese Im
perial C

ivil Service 
Exam

ination System
," Translated by Ellen K

lem
pner. Am

erican Asian Review
 3,Ⅰ

（spring 1985

）p52

。
こ
の
資
料
に
つ
い
て
教
示
し
て
く
れ
たTom

 M
etzger

に
感
謝
す

る
。
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　「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
上
）

二
七

代
わ
り
の
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。
明
代
で
は
五
万
か
ら
七
万
五
千
人
の
受
験
者
、
清
代

で
は
一
〇
万
か
ら
一
五
万
人
の
受
験
者
を
有
す
る
三
年
ご
と
の
省
試
市
場
に
お
い
て

の
難
題
は
、
地
方
試
に
お
い
て
は
少
年
に
と
っ
て
の
文
化
的
仕
切
り
で
あ
っ
た
中
国

古
典
に
対
す
る
教
養
を
明
示
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
若
者
や
、
数
十
年
間
に
わ
た
っ

て
自
ら
の
作
文
技
術
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
き
た
年
長
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
海
の
よ
う

に
多
く
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
目
立
つ
で
あ
ろ
う
エ
レ
ガ
ン
ト
な
八
股
文
を
書
く
こ
と

で
あ
っ
た
。
中
国
古
典
に
対
す
る
教
養
を
欠
い
た
人
々
に
よ
る
、
よ
り
低
い
学
位
を

獲
得
す
る
企
て
は
、
そ
の
よ
う
な
若
者
が
、
賄
賂
を
使
っ
て
思
い
通
り
に
官
職
に
つ

き
、
そ
の
正
体
が
暴
露
さ
れ
た
時
、
充
分
に
素
早
く
発
覚
し
た
。
清
朝
は
特
に
こ
の

よ
う
な
結
果
に
対
し
て
油
断
な
く
警
戒
し
て
い
た

7

。

　

科
挙
で
の
成
功
は
一
般
的
に
経
歴
に
お
け
る
成
功（
出
世
）を
意
味
し
た
。た
と
え
、

こ
の
よ
う
な
成
功
と
い
う
言
葉
が
、
明
か
ら
清
に
か
け
て
劇
的
に
変
化
し
た
と
し
て

も
（
三
章
を
見
よ
）。
進
士
学
位
の
保
持
者
以
外
全
員
、
明
代
末
期
ま
で
は
そ
の
官

僚
社
会
に
お
け
る
等
級
が
下
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
清
代
で
は
、
進
士
学
位
保
持
者

で
す
ら
、
も
し
も
合
格
の
最
下
位
の
段
階
で
終
了
し
た
と
す
る
と
、
し
ば
し
ば
、
地

方
官
も
し
く
は
知
事
と
し
て
の
任
命
を
受
け
る
の
に
数
年
間
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
エ
リ
ー
ト
家
族
出
身
の
ほ
と
ん
ど
の
若
者
と
年
長
者
を
科
挙

市
場
で
競
争
さ
せ
る
た
め
に
十
分
な
、
地
方
社
会
に
お
け
る
威
信
、
法
的
特
権
、
労

役
免
除
が
生
員
と
挙
人
の
双
方
に
自
然
と
生
じ
続
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
世

紀
ま
で
の
、
科
挙
を
通
じ
て
の
成
功
に
対
す
る
機
会
の
減
少
は
、
唐
宋
間
の
科
挙
の

拡
張
以
降
、
市
場
に
と
っ
て
自
生
的
で
あ
り
続
け
て
き
た
人
間
の
精
神
的
緊
張
を
厳

し
く
悪
化
さ
せ
た
。
い
か
な
る
王
朝
も
、
清
朝
に
釣
り
合
う
よ
う
な
エ
リ
ー
ト
の
人

7 

『
欽
定
磨
勘
条
例
』I

、1a-19b

を
見
よ
。

受
験
者
た
ち
が
彼
ら
の
恐
怖
と
感
情
を
鎮
め
る
た
め
に
喜
ん
で
治
療
的
目
的
に
利
用

し
よ
う
と
し
た
宗
教
的
戦
略
か
ら
分
離
し
た
。

　

科
挙
に
お
け
る
知
識
人
た
ち
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
隋
唐
時
代
以
降
、
一

般
的
テ
ー
マ
で
あ
っ
た

6

。
漢
字
を
記
憶
す
る
こ
と
、
古
典
的
著
作
に
つ
い
て
の

広
い
読
書
、
そ
し
て
古
典
的
エ
ッ
セ
イ
（
そ
し
て
、
一
七
五
六
年
（
乾
隆
二
一
年
）

以
降
に
お
け
る
、
規
定
さ
れ
た
詩
歌
（
試
帖
詩
））
を
創
作
す
る
た
め
に
必
要
と
さ

れ
た
数
年
間
に
わ
た
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
彼
ら
に
要
求
さ
れ
た
レ
ベ
ル
は
、
エ

リ
ー
ト
の
息
子
た
ち
が
世
代
を
跨
ぐ
時
代
を
超
え
て
、
そ
し
て
言
語
的
、
地
理
的
競

争
を
超
え
て
帝
国
規
模
に
広
が
っ
て
共
有
し
た
子
供
時
代
と
若
い
青
年
期
に
必
然
的

に
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
模
範
的
試
験
エ
ッ
セ
イ
を
マ
ス
タ
ー
し
、
暗
記
の
課
業
を

他
人
任
せ
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
教
育
的
体
制
を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
し
た
人
々
は
、

も
し
、
彼
ら
が
、
地
方
の
権
限
に
よ
る
、
そ
し
て
予
備
の
試
験
を
飛
び
超
え
て
官
僚

社
会
へ
入
ろ
う
と
希
望
し
た
の
な
ら
ば
、そ
れ
で
も
な
お
、古
典
的
に
教
養
人
で
あ
っ

た
。
第
四
章
に
お
け
る
童
生
と
生
員
の
報
告
中
で
我
々
が
見
た
よ
う
に
、
中
国
古
典

に
対
す
る
教
養
の
欠
如
は
、
地
方
試
験
に
お
い
て
は
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
中
国
古
典
に
対
し
て
教
養
を
欠
く
者
は
、
省
試
に
お
い
て
無
用
な
も
の
と
し

て
取
り
除
か
れ
た
。
省
試
で
は
、
科
挙
試
験
場
内
で
の
違
法
行
為
や
試
験
官
の
収
賄

が
、
挙
人
と
進
士
の
学
位
を
得
る
べ
き
古
典
的
教
養
人
に
と
っ
て
の
、
よ
り
有
効
な

6 

淸
呂
相
燮
撰
『
唐
宋
科
場
異
聞
錄
』
三
卷
、
味
経
堂
書
坊
版
（
リ
プ
リ
ン
ト
、
広
東
：

銭
塘
兪
氏
、
一
八
七
三
年
）。
ま
た
、C

haffee, The Thong G
ates of Learning in Sung 

C
hina, pp. 169-77

を
見
よ
。
訳
者
注
：『
試
場
異
聞
錄
』
五
種
は
、
淸 

呂
相
燮 

輯 

同

治
十
二
年 

錢
塘
俞
氏 

刊
本 

粤
東
味
經
堂
藏
板 

十
册
で
、「
國
朝
科
場
異
聞
錄
」九
卷「
前

明
科
場
異
聞
錄
」
二
卷
「
唐
宋
科
場
異
聞
錄
」
三
卷
「
直
省
科
場
異
聞
錄
」
四
巻
「
小

試
異
聞
錄
」
一
卷　

坿
「
科
名
佳
話
」
一
卷
「
梓
里
紀
聞
」
一
卷 

淸 

邵
郴
儒 

批
評
「
教

學
微
言
」
一
卷 

淸 

程
□ 

撰
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。



高
　
　
津
　
　
　
孝

二
八

一
．
宗
教
と
、
科
挙
の
通
俗
的
維
持
安
定
策

　

通
俗
的
空
想
の
産
物
の
中
で
、「
命
」（
運
命
）
は
典
型
的
に
、
選
抜
過
程
の
核
心

に
お
け
る
固
有
の
社
会
的
、
文
化
的
不
平
等
を
説
明
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。
大

抵
の
人
々
は
、自
ら
の
成
功
も
し
く
は
失
敗
を
受
け
入
れ
た
。と
い
う
の
は
、彼
ら
が
、

神
々
は
あ
ら
か
じ
め
最
終
的
な
ラ
ン
ク
を
決
定
し
て
い
た
と
信
じ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
10

。
エ
リ
ー
ト
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
彼
ら
自
身
、
試
験
競
争
で
失
敗
し
た
時
、

Values in M
ing-C

h'ing Tim
es 

（Leiden: E. J. B
rill, 1988

）, pp. 83-89

を
見
よ
。
こ
の

書
物
は
、
明
の
学
者
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、
科
挙
に
お
け
る
競
争
の
法
外
な
レ

ベ
ル
と
有
効
に
結
び
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
田
汝
康
は
、「
男
性
の
苦
悶
」

を
揚
子
江
デ
ル
タ
に
お
け
る
す
べ
て
の
知
識
人
に
と
っ
て
一
般
的
な
単
一
の
、
媒
介
の

な
い
反
応
と
し
て
明
確
に
記
述
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
研
究
範
囲
を
、
帝
政
後
期

に
お
け
る
女
性
の
貞
節
と
い
う
概
念
の
勃
興
に
対
す
る
単
な
る
説
明
と
し
て
過
剰
に
固

定
化
し
た
。M

ale Anxiety and Fem
ale C

hastity

に
対
す
る
批
判
的
な
書
評
に
つ
い
て

は
、Journal of Asian Studies 48, 3 

（A
ugust 1989

）
に
発
表
さ
れ
たR

opp, pp. 6o5-

o6

を
見
よ
。
ま
た
、「
問
題
の
あ
る
知
識
人
の
自
我
」
の
説
明
に
つ
い
て
は
、M

artin 

H
uang, Literati and Self-Re/Presentation:  Autobiographical Sensibility in the 

Eighteenth-C
entury C

hinese N
ovel 

（Stanford: Stanford U
niversity Press, 1995

）, 
pp. 26-27

を
見
よ
。M

artin H
uang

の
著
書
は
、
清
代
中
期
の
小
説
中
に
反
映
さ
れ
た

知
的
な
緊
張
を
有
効
に
記
述
し
て
い
る
。
科
挙
受
験
者
に
結
び
つ
く
病
気
に
つ
い
て

は
、
張
介
賓
『
景
岳
全
書
』（
上
海
、
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
八
四
）pp. 357-59

を

見
よ
。
満
た
さ
れ
な
い
性
的
熱
望
を
有
し
た
女
性
も
、
こ
の
よ
う
な
「
感
情
的
均
衡
」

（
鬱
）
の
犠
牲
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
資
料
を
コ
ピ
ー
し
て
私
に
送
っ
て
く
れ

たJudith Zeitlin 

に
感
謝
す
る
。
彼
女
は
、"M

aking the Invisible V
isible: Im

ages of 

D
esire and C

onstructions of the Fem
ale B

ody in C
hinese Literature, M

edicine, and 

A
rt." 

と
題
さ
れ
た
近
刊
の
文
章
の
中
で
、「
均
衡
」（
鬱
）を
病
気
と
し
て
議
論
し
て
い
る
。

10 C
. K

. Yang, Religion in C
hinese Society （B

erkeley: U
niversity of C

alifornia Press, 

口
学
的
特
徴
に
直
面
し
な
か
っ
た

8

。

　

明
清
時
代
に
お
け
る
エ
リ
ー
ト
家
族
の
男
性
メ
ン
バ
ー
と
し
て
成
長
す
る
こ
と

は
、
社
会
化
の
長
年
に
わ
た
る
パ
タ
ー
ン
を
前
提
条
件
と
し
て
必
要
と
し
た
。
大
人

た
ち
は
、
日
々
の
受
験
準
備
の
た
め
の
厳
し
い
修
練
に
よ
っ
て
、
何
百
万
と
い
う
若

者
に
と
っ
て
の
子
供
時
代
を
規
定
し
た
。
男
性
の
苦
悶
と
知
識
人
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
は
関
連
し
て
起
こ
っ
た
。私
が
、「
男
性
の
苦
悶
」と
呼
ぶ
も
の
は
、個
人
生
活
、

家
族
生
活
に
お
け
る
、
男
性
の
歴
史
的
経
験
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト
の

社
会
的
、
知
的
現
象
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ザ
イ
ト
リ
ン
が
注
目
し

た
よ
う
に
、
明
代
の
医
者
は
そ
れ
を
「
鬱
」（
感
情
的
静
止
状
態
、
均
衡
状
態
）
の

特
別
な
型
で
あ
る
と
診
断
し
た
。
彼
ら
の
認
識
可
能
な
苦
悶
の
病
状
（「
思
鬱
」）
を
、

医
師
た
ち
は
、
成
功
の
探
求
に
お
い
て
頻
繁
に
挫
折
し
た
、
失
敗
し
た
科
挙
受
験
者

と
結
び
つ
け
た
。
こ
の
反
応
を
口
述
す
る
自
律
的
な
地
主
商
人
エ
リ
ー
ト
が
存
在
し

な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
感
情
に
訴
え
る
圧
力
に
対
す
る
単
一
の
反
応
は
存
在

し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
人
エ
リ
ー
ト
が
ど
の
よ
う
に
試
験
生
活
、
そ
の
冷

酷
な
制
度
的
組
織
、
そ
し
て
、
そ
の
過
程
が
生
み
出
し
た
多
様
な
精
神
的
緊
張
に
お

け
る
男
性
の
苦
悶
と
い
う
歴
史
的
現
実
に
対
処
し
た
か
に
つ
い
て
の
認
識
可
能
な
パ

タ
ー
ン
は
存
在
し
た

9

。

8 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、D

avid N
ivison

に
よ
っ
て
、The Life and Thought of C

hang 

H
sueh-ch'eng 

（1738-1801

）（Stanford: Stanford U
niversity Press, 1966

）
に
記

述
さ
れ
た
、
一
八
世
紀
後
半
に
お
け
るC

hang H
sueh-ch'eng

章
学
誠
の
経
歴
と
私

のFrom
 Philosophy to Philology, pp. 13o-31

を
見
よ
。
ま
た
、 D

avid Johnson, 

"C
om

m
unication, C

lass, and C
onsciousness in Late Im

perial C
hina," pp. 50-67

も

見
よ
。

9 

「
男
性
の
苦
悶
」
と
い
う
概
念
の
よ
り
早
い
用
法
に
つ
い
て
は
、T'ien Ju-k'ang

田
汝

康, M
ale Anxiety and Fem

ale C
hastity: A C

om
parative Study of C

hinese Ethical 



ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
A
・
エ
ル
マ
ン
　「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
上
）

二
九

的
な
科
挙
受
験
生
は
、
も
し
万
一
夕
方
ま
で
続
く
試
験
の
後
で
家
に
帰
る
こ
と
が
で

き
な
い
な
ら
ば
、
光
宅
寺
に
宿
泊
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
勅
令
が
下
さ
れ
た
。
宋
代

で
は
、
孔
子
を
尊
敬
す
る
文
学
者
の
廟
が
、
試
験
前
の
祈
り
の
場
で
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
る

12

。

　

教
育
及
び
科
挙
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
十
分
に
対
処
す
る
た
め
に
、
唐
宋
代
以

降
の
受
験
生
た
ち
は
、
道
徳
的
援
助
を
求
め
て
地
方
の
神
々
に
訴
え
た
。
こ
の
よ
う

な
宗
教
的
実
践
の
形
式
は
、
成
功
を
め
ぐ
る
受
験
生
た
ち
の
苦
悶
を
他
へ
向
け
直
す

よ
う
に
、
そ
し
て
、
科
挙
市
場
で
彼
を
助
け
る
よ
う
意
図
さ
れ
て
い
た
。
中
世
に
お

け
る
文
学
技
術
の
保
護
神
格
で
あ
る
「
文
昌
」
と
い
う
道
教
の
崇
拝
対
象
は
、
南
宋

ま
で
に
は
神
々
に
よ
る
、
科
挙
に
お
け
る
成
功
の
予
言
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
崇
拝
の

対
象
と
な
っ
た
。
王
朝
に
よ
る
公
的
な
承
認
は
元
朝
下
に
お
い
て
熱
狂
的
崇
拝
へ
と

変
化
し
た
。
虞
集
（
一
二
七
二‒

一
三
四
八
）
は
、
一
三
一
四‒

一
五
に
お
け
る
、

モ
ン
ゴ
ル
の
科
挙
復
活
（
第
一
章
を
見
よ
）
を
手
助
け
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
文
昌

の
知
識
人
に
対
す
る
魅
力
を
記
述
し
て
い
る
。

 

　

宋
が
滅
ん
だ
時
、
蜀
（
四
川
地
方
）
は
荒
廃
さ
せ
ら
れ
、
一
人
の
住
民
も
生

き
残
れ
な
か
っ
た
。
神
々
へ
の
供
物
は
一
時
中
断
さ
れ
た
。
四
〇
年
以
上
も
の

12 G
ernet, Buddhism

 in C
hinese Society, p. 226 

を
見
よ
。Liao H

sien-huei 

は
、
最

近
、U

C
LA

の
歴
史
部
門
でPh.D

論
文
を
準
備
し
て
お
り
、
試
験
的
に "Praying for 

a R
evelation: The M

ental U
niverse of the Song Exam

ination C
andidates, 960-

1276," 

と
名
付
け
て
い
る
が
、
こ
の
論
文
は
、
科
挙
と
通
俗
宗
教
と
の
関
係
の
宋
代

に
お
け
る
側
面
を
調
査
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、Valerie H

ansen, C
hanging G

ods 

in M
edieval C

hina 

の
各
所
と Julia K

. M
urray, "The Tem

ple of C
onfucius and 

Pictorial B
iographies of the Sage," Journal of Asian Studies 55, 2 

（M
ay 1996

）: 
269-300 

を
見
よ
。

実
際
に
成
功
者
が
決
し
て
彼
ら
よ
り
優
れ
て
い
な
い
時
、
成
功
者
が
な
ぜ
成
功
し
た

の
か
を
説
明
す
る
た
め
に
、
自
ら
に
と
っ
て
の
治
療
的
な
意
味
で
運
命
を
引
き
合
い

に
出
し
た

11

。
日
常
の
不
確
実
さ
に
直
面
し
て
、
多
く
の
中
国
人
は
エ
リ
ー
ト
で

あ
ろ
う
と
農
民
で
あ
ろ
う
と
、
彼
ら
の
正
常
性
を
保
つ
た
め
に
、
神
々
、
寺
院
、
地

方
の
宗
教
的
実
践
へ
と
向
か
っ
た
。
知
識
人
の
人
生
に
対
す
る
皮
肉
の
一
つ
は
、
四

書
五
経
と
い
う
一
般
的
に
非
宗
教
的
な
古
典
的
正
典
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
道
士
と
僧

侶
に
科
場
に
入
る
こ
と
を
禁
じ
、
彼
ら
の
宗
教
的
原
典
集
成
を
公
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
含
め
る
こ
と
を
禁
じ
た
教
育
体
制
が
、
あ
ま
り
に
多
く
の
外
部
の
宗
教
的
感
受

性
に
染
め
ら
れ
た
た
め
、
宗
教
生
活
と
試
験
生
活
の
間
に
は
何
ら
の
明
確
な
識
別
な

ど
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
第
八
章
を
見
よ
）。
例
え
ば
、
唐
代
で
は
、
公

1967

）, pp. 265-68

を
見
よ
。
運
命
が
階
級
を
決
定
す
る
と
い
う
明
代
後
期
の
例
に
つ
い

て
は
『
前
明
科
場
異
聞
録
』B

.31a 

を
見
よ
。
運
命
が
成
功
を
決
定
し
た
こ
と
に
よ
る

贈
賄
の
無
益
性
に
対
す
る
確
信
に
つ
い
て
は
、『
前
明
科
場
異
聞
録
』B

.53a-b 

を
見
よ
。

宮
崎
市
定
は
、Schirokauer 

に 

よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
自
著
『
中
国
の
試
験
地
獄
』
中
の

多
く
の
逸
話
の
た
め
に
、
こ
れ
及
び
同
様
の
資
料
に
依
拠
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、

宮
崎
は
物
語
を
組
織
的
分
析
に
か
け
な
か
っ
た
。
宋
代
に
つ
い
て
は
、C

haffee, The 

Thorny G
ates of Learning in Sung C

hina, pp. 177ff 

を
見
よ
。

11 R
opp, D

issent in Early M
odern C

hina, pp. 91-119 

及
び
、 Barr, "Pu Songling [P'u 

Sung-ling] and the Q
ing [C

h'ing] Exam
ination System

," pp. 103-9

。
例
え
ば
、
南

ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
、
仏
教
徒
も
し
く
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
農
民
の
間

で
一
般
的
な
「
宿
命
論
的
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
比
較
し
た
時
、
科
挙
で
の
成
功
を
通
じ

て
の
社
会
的
可
能
性
の
中
国
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
教
育
の
無
益
さ
に
つ
い
て
の
農

民
の
信
念
に
確
か
に
影
響
を
与
え
、
そ
し
て
、
低
レ
ベ
ル
の
学
位
保
持
者
た
ち
の
間
で

の
盛
り
上
が
る
期
待
と
い
う
風
潮
を
形
成
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
科
挙
の
栄
光
を
夢

見
る
が
、
そ
の
希
望
が
繰
り
返
し
打
ち
砕
か
れ
た
時
、
し
ば
し
ば
政
治
的
に
反
感
を
感

じ
た
。



高
　
　
津
　
　
　
孝

三
〇

担
当
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
全
て
の
地
方
の
、
国
家
の
科
挙
、
階
級
、
服
色
、

給
料
、
知
行
は
、
私
に
建
議
さ
れ
、
文
官
と
武
官
に
お
け
る
昇
進
と
左
遷
す
ら

も
私
の
監
督
の
も
と
に
あ
っ
た

14

。

（『
道
蔵
』
洞
真
部
譜
籙
類
『
梓
潼
帝
君
化
書
』
巻
三
「
桂
籍
第
七
十
三
」）

　

文
昌
の
効
験
は
、
才
能
あ
る
受
験
生
で
あ
る
李
登
に
つ
い
て
の
物
語
中
に
具
体
的

に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
『
化
書
』
の
一
一
九
四
年
（
紹
煕
五
年
）
の
続

編
に
含
ま
れ
る
一
つ
の
物
語
で
あ
っ
た
。
李
登
は
、
道
士
に
相
談
し
、
そ
の
結
果
、

四
〇
年
後
に
な
お
進
士
に
な
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
道
士
は
文

昌
に
問
い
合
わ
せ
、
そ
し
て
以
下
の
こ
と
を
知
っ
た
。

　

李
登
が
最
初
に
生
ま
れ
た
時
、
彼
は
玉
印
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、
一
八
歳
で

地
方
の
試
験
で
一
位
と
な
り
、
一
九
歳
で
宮
廷
の
試
験
で
状
元
と
な
る
よ
う
運

命
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
三
三
歳
で
彼
は
右
丞
相
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
。
選
抜
さ

れ
た
の
ち
、
彼
は
近
所
の
女
性
で
あ
る
張
燕
娘
を
覗
き
見
し
た
。
事
件
は
解
決

さ
れ
な
か
っ
た
が
、彼
は
彼
女
の
父
で
あ
る
張
澄
を
拘
束
し
刑
務
所
に
入
れ
た
。

こ
の
犯
罪
の
た
め
に
、
彼
の
成
功
は
一
〇
年
間
延
期
さ
れ
、
彼
は
成
功
し
た
受

験
者
の
第
二
グ
ル
ー
プ
に
降
格
さ
れ
た
。
二
八
歳
で
選
抜
さ
れ
た
の
ち
、
彼
は

彼
の
兄
で
あ
る
李
豊
の
住
宅
を
侵
害
し
奪
い
、
そ
し
て
、
こ
れ
は
訴
訟
と
な
っ

た
。
こ
の
た
め
、
彼
の
成
功
は
も
う
一
〇
年
延
期
さ
れ
、
彼
は
合
格
者
の
第
三

グ
ル
ー
プ
へ
降
格
さ
れ
た
。
三
八
歳
で
選
抜
さ
れ
た
の
ち
、
彼
は
長
安
の
彼
の

部
屋
で
、
庶
民
の
妻
で
あ
る
鄭
氏
に
乱
暴
し
、
彼
女
の
夫
で
あ
る
白
元
を
罪
に

陥
れ
た
。
こ
の
た
め
、
彼
の
成
功
は
更
に
一
〇
年
延
期
さ
れ
、
彼
の
地
位
は
第

14 K
leem

an 

の
翻
訳 A G

od's O
w

n Tale, pp. 290-91

。

間
、
科
挙
が
廃
止
さ
れ
た
の
ち
、
我
々
は
文
昌
か
ら
の
超
自
然
的
な
行
い
を
耳

に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
三
一
四
年
（
至
正
元
年
）
に
天
子
が
特
別
の
聖

断
を
下
し
、
帝
国
中
の
全
て
の
人
々
に
明
確
に
命
令
し
、
科
挙
を
通
じ
て
官
僚

を
選
抜
し
た
時
、
蜀
の
人
々
は
次
第
に
ま
た
文
昌
へ
供
銭
を
呈
し
始
め
た

13

。

　
『
化
書
』
と
い
う
、一
一
八
一
年
（
淳
煕
八
年
）
の
神
の
啓
示
に
お
け
る
「
桂
籍
」（
科

挙
の
合
格
者
名
簿
）
は
、文
昌
の
科
挙
に
お
け
る
超
自
然
的
影
響
を
明
示
し
て
い
る
。

　

儒
学
者
の
桂
籍
は
、
天
の
事
務
局
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。

　

成
功
も
し
く
は
失
敗
、
栄
光
も
し
く
は
衰
亡
は
、
そ
の
運
命
を
誰
も
逃
れ
ら

れ
な
い
。

　

夢
は
、
人
の
誠
実
の
程
度
に
従
っ
て
、
科
挙
の
題
目
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

隠
れ
た
善
行
に
よ
っ
て
、
合
格
発
表
名
簿
の
順
位
は
決
定
さ
れ
る
。

　

わ
ず
か
な
財
産
し
か
持
た
な
い
人
物
は
、
そ
の
妻
に
知
行
を
も
た
ら
し
、
そ

の
息
子
に
安
定
し
た
官
職
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
。

　

官
僚
の
引
き
ず
る
紫
衣
、
腰
の
金
印
は
、
白
い
式
服
の
受
験
者
と
し
て
始
ま

る
。

　

学
習
に
お
い
て
徹
夜
の
勉
強
を
す
る
学
生
に
報
い
る
た
め
に
、

　

私
は
、罠
に
ひ
る
む
こ
と
な
く
、文
学
的
、道
徳
的
洗
練
に
お
い
て
努
力
し
た
。

　

儒
学
者
と
し
て
の
多
く
の
化
身
を
通
じ
て
の
古
典
に
対
す
る
私
の
無
制
限
の

献
身
に
よ
っ
て
、
神
の
国
の
支
配
者
は
、
私
に
天
の
事
務
局
に
お
け
る
桂
籍
を

13 K
leem

an 

の
翻
訳 A G

od's O
w

n Tale 

中
の Terry K

leem
an 

の
序
文 pp. 49, 73-75 

を

見
よ
。 



ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
A
・
エ
ル
マ
ン
　「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
上
）

三
一

禅
宗
の
教
義
を
彼
の
科
挙
エ
ッ
セ
イ
に
挿
入
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
（
第
七
章
を
見

よ
）

16

。

　

明
清
代
の
科
挙
受
験
者
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
、
神
格
化
さ

れ
た
歴
史
上
の
人
物
に
対
す
る
宗
教
的
崇
拝
の
一
例
と
し
て
、
戦
争
と
時
に
は
富
の

神
で
あ
る
関
帝
へ
の
崇
拝
が
あ
げ
ら
れ
る
。
関
帝
は
中
世
に
小
説
『
三
国
演
義
』
の

中
で
空
想
的
に
解
釈
さ
れ
た
忠
誠
を
尽
く
す
武
官
関
羽
か
ら
、
人
間
を
気
の
毒
に
思

い
、
商
人
に
経
済
的
富
を
、
知
識
人
に
科
挙
で
の
成
功
を
授
与
す
る
神
格
で
あ
る
関

羽
へ
と
神
格
化
さ
れ
て
い
っ
た

17

。
彼
の
帝
国
規
模
の
崇
拝
は
、「
利
益
と
悪
の
規

準
」
に
従
っ
て
、
人
間
の
行
動
を
測
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
忠
誠
を
賛
美
し
、
善
な
る

も
の
に
報
い
た
」。
清
朝
で
は
、
雍
正
帝
が
関
帝
信
仰
を
帝
国
中
の
廟
の
ヒ
エ
ラ
ル

キ
ー
へ
と
組
織
し
、
宮
廷
が
彼
を
王
朝
の
公
的
な
守
護
者
と
し
て
割
り
当
て
た

18

。

　

例
え
ば
、
一
五
四
七
年
（
嘉
靖
二
六
年
）、
関
帝
が
自
身
の
耳
の
病
気
を
治
癒
し

て
く
れ
る
よ
う
に
、
首
都
の
試
験
の
時
の
夢
で
張
春
に
依
頼
し
た
の
ち
、
関
帝
は
科

挙
受
験
者
で
あ
っ
た
張
春
に
地
方
の
試
験
、
首
都
の
試
験
で
返
報
し
た
と
書
き
留
め

ら
れ
て
い
る
。張
春
は
、関
帝
の
像
の
あ
る
寺
院
に
滞
在
し
て
お
り
、目
覚
め
た
後
で
、

関
帝
像
の
耳
が
蜂
蜜
で
ふ
さ
が
れ
て
い
た
の
を
発
見
し
、
そ
れ
を
取
り
除
い
た
。
翌

16 

太
原
廟
へ
の
有
資
格
者
の
訪
問
に
つ
い
て
は
、『
前
明
科
場
異
聞
録
』A

.14a 

を
、
丘
濬

に
つ
い
て
は A

.17a-b 

を
、
楊
起
元
に
つ
い
て
は B

.13a 

を
見
よ
。
議
論
に
関
し
て
は
、

A
ngela Leung 

（
梁
其
姿
）『
施
善
與
教
化‒

明
清
的
慈
善
組
織
』 （
台
北: 

聯
經
出
版, 

1997

）, pp. 132-34 

を
見
よ
。

17 
関
羽
は
後
に「
王
」と
な
る
前
に
、最
初
に「
公
」と
し
て
名
誉
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

明
代
後
期
に
「
帝
」
と
な
っ
た
。

18 C
. K

. Yang, Religion in C
hinese Society, pp. 159-61

とPrasenjit D
uara, "Super-

scribing Sym
bols: The M

yth of G
uandi, C

hinese G
od of W

ar," Journal of Asian 

Studies 47, 4 （N
ovem

ber 1988

）: 783-85 

を
見
よ
。

四
グ
ル
ー
プ
に
降
格
さ
れ
た
。
四
八
歳
で
選
抜
さ
れ
た
の
ち
、
彼
は
隣
人
王
驥

の
未
婚
の
娘
で
あ
る
慶
娘
を
盗
ん
だ
。
悔
悟
す
る
こ
と
の
な
い
悪
人
と
し
て
、

彼
は
す
で
に
記
録
か
ら
消
さ
れ
た
。
彼
は
決
し
て
合
格
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
。

（『
道
蔵
』
洞
真
部
譜
籙
類
『
梓
潼
帝
君
化
書
』
巻
三
「
明
威
第
七
十
九
」）

　

科
挙
に
つ
い
て
の
宗
教
的
言
説
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
道
徳
的
厳
格
さ
は
、
文
学

試
験
に
対
す
る
一
般
的
意
味
と
倫
理
的
意
義
に
つ
い
て
の
容
易
に
理
解
さ
れ
る
レ
ベ

ル
に
帰
属
す
る
。
そ
れ
は
古
典
エ
ッ
セ
イ
の
内
容
も
し
く
は
技
術
で
は
な
く
、
宇
宙

論
的
正
義
に
照
ら
し
て
試
験
官
が
受
験
者
に
与
え
る
格
付
け
を
合
理
化
し
、
説
明
し

た
15

。

　

明
代
で
は
文
昌
崇
拝
は
、
以
前
に
も
増
し
て
隆
盛
を
極
め
た
。
科
挙
受
験
者
に

つ
い
て
の
一
五
世
紀
の
報
告
は
、
し
ば
し
ば
彼
ら
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
も
し
く
は
大

都
市
で
の
郷
試
、
省
試
の
途
上
で
、
文
昌
社
に
訪
問
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
有
資
格
者
は
、
一
四
四
一
年
（
正
統
六
年
）
に
山
西
太
原
の
文
昌
（
廟
）

へ
グ
ル
ー
プ
で
参
加
し
た
。
一
四
五
四
年
（
景
泰
五
年
）
に
は
、
将
来
を
予
告
さ

れ
た
明
代
の
学
者
官
僚
丘
濬
（
一
四
二
一‒

九
五
）
は
、
広
東
郷
試
（
正
統
九
年
、

一
四
四
四
年
）
を
ト
ッ
プ
合
格
で
終
了
し
た
の
ち
、
一
〇
年
間
、
省
試
の
た
め
の
準

備
を
し
て
い
た
。
夢
の
中
で
、
丘
濬
は
文
昌
と
話
を
し
、
文
昌
は
丘
濬
を
学
業
に
お

け
る
誠
実
さ
の
点
で
褒
め
、
丘
濬
が
近
く
科
挙
で
合
格
し
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ク
の
進
士

学
位
を
得
る
だ
ろ
う
と
約
束
し
た
。
王
陽
明
の
信
奉
者
で
あ
る
楊
起
元
（
一
五
四
七

‒

九
九
）
の
よ
う
な
明
代
の
受
験
生
に
と
っ
て
、
文
昌
帝
君
に
相
談
し
た
こ
と
で
科

挙
に
合
格
し
た
と
公
言
す
る
こ
と
は
、
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
も
の
と
な
っ
た
。
彼
は
、

15 C
. K

. Yang, Religion in C
hinese Society, pp. 270-71 

を
見
よ
。



高
　
　
津
　
　
　
孝

三
二

　

于
謙
の
墓
所
と
廟
は
、「
于
忠
粛
祠
」
と
し
て
知
ら
れ
、
明
代
後
期
、
清
代
に
浙

江
の
科
挙
受
験
者
た
ち
が
郷
試
、
会
試
へ
行
く
途
中
に
と
ど
ま
る
人
気
の
あ
る
場
所

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
、
于
謙
の
魂
に
、
指
導
と
、
将
来
の
科
挙
で
の
成
功
の

印
を
懇
願
し
た
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
于
謙
は
関
羽
と
と
も
に
、
そ
の
忠
誠
心
の
あ
る

行
動
が
彼
の
時
代
を
超
越
し
、
そ
の
純
粋
な
魂
は
他
の
人
々
の
運
命
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
た
歴
史
上
の
一
人
物
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
于
謙
崇
拝
は
地

域
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
帝
国
規
模
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
多
く
の
受
験
者
た
ち

は
杭
州
の
廟
に
滞
在
し
て
い
る
間
、
結
果
と
し
て
の
成
功
を
夢
と
結
び
つ
け
た
の
で

あ
る
。
例
え
ば
、
一
六
五
二
年
（
順
治
九
年
）
の
状
元
で
あ
る
鄒
志
倚
は
、
江
蘇
の

無
錫
出
身
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
成
功
を
少
年
時
代
の
于
謙
廟
へ
の
訪
問
と
結
び
つ
け

た
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
彼
は
于
謙
に
会
う
夢
を
見
、
于
謙
は
彼
に
彼
の
将
来
の
序

列
を
告
げ
た
の
で
あ
る

21

。

　（
一
）
通
俗
民
間
伝
承
と
宗
教

　

こ
れ
ら
の
宗
教
的
崇
拝
は
、
清
代
に
無
数
の
科
挙
受
験
者
に
よ
る
訪
問
に
よ
っ

て
名
誉
を
与
え
ら
れ
た
。
文
昌
、
関
帝
、
于
謙
の
調
停
を
求
め
る
と
い
う
彼
ら
の

体
験
の
ほ
と
ん
ど
は
、『
異
聞
録
』
の
二
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
公
開
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
明
清
代
の
科
挙
受
験
者
の
報
告
に
基
づ
い
て
お
り
、
科
挙
市
場
の
持

つ
空
想
的
な
、
神
秘
的
な
側
面
を
誇
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
世
よ
り
増
殖
し
て
き

た
志
怪
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、
明
清
代
の
『
異
聞
録
』
は
、
科

21 

『
清
稗
類
鈔
』74.91-92

、74.95 

を
見
よ
。
ま
た
、『
国
朝
科
場
異
聞
録
』味
経
堂
書
坊
版（
広

東
、
銭
塘
、
一
八
七
三
年
）1.15b-16a 

を
見
よ
。
杭
州
の
于
謙
廟
は
、
現
在
修
理
中
で

あ
る
。
私
が
一
九
九
五
年
八
月
に
そ
こ
を
訪
れ
た
時
、
そ
れ
は
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
浙
江
社
会
科
学
院
呉
光
教
授
と
私
は
参
観
の
た
め
に
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

日
の
晩
、
張
春
は
再
び
関
帝
が
彼
の
治
療
に
感
謝
し
、
張
春
の
親
切
な
行
為
を
忘
れ

な
い
と
夢
に
見
た
。
明
代
後
期
に
は
一
人
の
慢
性
病
の
有
資
格
者
が
、
関
帝
が
、
彼

の
病
気
が
治
り
次
の
科
挙
で
合
格
す
る
だ
ろ
う
と
告
げ
る
夢
を
見
た
が
、
後
に
回
復

後
の
強
欲
が
原
因
と
な
っ
て
、
関
帝
に
よ
っ
て
天
理
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
と
、

不
合
格
に
さ
れ
た
。
受
験
者
が
廟
を
訪
れ
求
籤
を
用
い
て
、
な
ぜ
彼
が
科
挙
に
失
敗

し
た
か
を
占
っ
た
時
、
関
帝
自
身
が
そ
れ
を
説
明
し
た
。
一
六
一
九
年
（
万
暦
四
七

年
）、
そ
の
年
の
会
試
の
合
格
者
八
人
は
、
関
帝
が
夢
で
提
示
し
た
合
格
者
リ
ス
ト

に
名
前
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
た

19

。

　

今
一
つ
の
歴
史
的
人
物
へ
の
著
名
な
帝
政
後
期
の
科
挙
崇
拝
は
、
明
初
の
官
僚

于
謙
（
一
三
九
八‒

一
四
五
七
）
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
オ
イ
ラ
ー
ト
の

軍
事
行
動
と
土
木
の
変
の
間
、
于
謙
と
宮
廷
内
の
他
の
人
々
は
、
正
統
帝
（
在
位

一
四
三
六‒

四
九
）
が
オ
イ
ラ
ー
ト
に
よ
っ
て
人
質
に
取
ら
れ
た
時
、
彼
を
弟
（
景

泰
帝
）
と
交
替
さ
せ
た
（
第
一
章
を
見
よ
）。
新
し
い
景
泰
帝
（
在
位
一
四
五
〇‒

五
六
）
は
、
そ
の
時
、
北
京
の
防
御
に
成
功
し
た
。
正
統
帝
は
オ
イ
ラ
ー
ト
の
元
か

ら
戻
り
上
皇
と
し
て
の
数
年
間
を
過
ご
し
た
後
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
一
四
五
七

年
（
天
順
元
年
）
に
復
位
し
た
。
そ
の
後
、
于
謙
と
他
の
官
僚
た
ち
は
、
一
四
四
九

年
（
正
統
一
四
年
）
に
皇
帝
を
犠
牲
に
し
た
こ
と
で
、
反
逆
罪
で
告
発
さ
れ
、
処
刑

さ
れ
た
。
于
謙
の
名
前
は
、
一
四
六
六
年
（
成
化
二
年
）
に
名
誉
回
復
さ
れ
、
彼
の

息
子
は
于
謙
の
墓
所
の
近
く
の
出
生
地
杭
州
に
父
の
た
め
の
記
念
廟
を
建
設
す
る
こ

と
を
一
四
八
九
年
（
弘
治
二
年
）
に
請
願
し
た
。
于
謙
の
死
後
の
称
号
は
、
後
に

一
五
九
〇
年（
万
暦
十
八
年
）に
忠
粛
に
代
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
彼
の
廟
の
名
と
な
っ

た
。
今
一
つ
の
廟
は
北
京
に
建
て
ら
れ
た

20

。

19 

『
前
明
科
場
異
聞
録
』A

.46a

、B
.30a-31a

、B
.32b-33a

。

20 D
ictionary of M

ing Biography, pp. 16o8-11

。
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　「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
上
）

三
三

間
も
な
く
あ
る
一
五
五
〇
年
の
会
試
で
の
成
功
を
予
言
す
る
た
め
に
、「
相
」（
人
相

判
断
）
の
技
術
を
用
い
た
。
僧
侶
は
、
徐
中
行
に
、
彼
の
残
り
の
人
生
の
期
間
中
、

挙
人
の
学
位
の
ま
ま
で
い
る
よ
う
に
運
命
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
県
知
事
よ
り
以
上
の

高
い
官
職
に
は
決
し
て
つ
け
な
い
と
告
げ
た
。
徐
中
行
が
自
ら
の
運
命
に
対
し
て
不

満
を
示
す
と
、
僧
侶
は
彼
に
「
陰
徳
」
が
、「
相
」
の
「
定
数
」（
不
変
的
規
則
性
）

を
避
け
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
と
告
げ
た
。
徐
中
行
は
同
意
し
て
頷
い
た
。
そ
し
て
、

彼
は
大
変
貧
乏
で
あ
っ
た
が
、
作
文
の
才
能
に
よ
っ
て
三
〇
両
の
黄
金
を
集
め
、
密

か
に
そ
れ
を
魚
の
た
め
に
太
湖
に
沈
め
た
。
僧
侶
が
再
び
徐
中
行
に
あ
っ
た
時
、
彼

は
直
ち
に
徐
中
行
の
顔
つ
き
の
中
に
陰
徳
を
見
、
徐
中
行
が
次
の
年
進
士
に
な
る
だ

ろ
う
と
宣
言
し
た
。

　

徐
中
行
も
宮
廷
の
高
級
官
僚
に
な
っ
た
た
め
に
、
彼
が
運
命
を
変
え
た
と
い
う
物

語
は
、
銀
の
時
代
に
お
け
る
科
挙
市
場
に
つ
い
て
の
寓
話
で
あ
っ
た

25

。
試
験
官

に
金
、
銀
を
支
払
う
と
い
う
こ
と
で
科
挙
で
の
成
功
を
買
い
取
る
と
い
う
金
、
銀
の

不
正
な
使
用
に
対
す
る
、
こ
の
明
白
に
道
徳
的
な
反
転
は
、
死
者
に
名
誉
を
与
え
、

個
人
の
道
徳
的
借
金
を
償
還
す
る
た
め
に
寺
院
や
廟
で
用
い
ら
れ
た
「
紙
銭
」
の
形

式
を
と
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
因
果
応
報
的
「
善
行
」
に
つ
い
て
の
徐
中
行

の
詳
細
に
記
録
さ
れ
た
事
件
に
お
い
て
、
黄
金
は
「
紙
銭
」
の
よ
う
に
、
世
俗
の
成

功
を
生
む
精
神
的
な
「
支
払
い
」
に
変
換
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
、
古
典
教
育
の
中
で

賦
与
さ
れ
る
文
化
的
資
源
が
受
験
生
の
科
挙
で
の
成
功
へ
の
言
語
的
鍵
で
あ
る
よ
う

に
、
同
様
に
、
寺
院
、
廟
へ
の
投
資
と
精
神
的
方
法
で
の
信
仰
は
、
精
神
の
平
安

と
、
希
望
と
、
あ
り
う
る
科
挙
で
の
失
敗
に
直
面
し
て
の
慰
め
を
彼
ら
に
も
た
ら
し

25 R
ichard von G

lahn, "The Enchantm
ent of W

ealth: The G
od W

utong in the Social 

H
istory of Jiangnan," H

arvard Journal of Asiatic Studies 51, 2 （D
ecem

ber 1991

）: 
695-704 

を
見
よ
。

挙
に
お
け
る
異
常
な
出
来
事
の
よ
り
早
い
唐
宋
代
の
記
録
の
続
編
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
そ
れ
ら
は
、
科
場
の
内
外
に
波
紋
を
呼
ん
だ
中
国
人
の
通
俗
的
な
心
像
を
表
現
し

て
い
た
の
で
あ
る

22

。
し
か
し
、
定
期
的
な
科
挙
の
郡
、
県
、
州
へ
の
拡
大
、
帝

国
規
模
の
受
験
者
数
の
増
大
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
報
告
の
数
は
明
代
に
劇

的
に
増
加
し
た
。
そ
の
結
果
、
我
々
が
見
る
よ
う
に
、
試
験
官
た
ち
は
、
こ
の
よ
う

な
異
常
な
出
来
事
を
、
科
挙
そ
れ
自
身
の
中
に
お
け
る
疑
念
の
あ
り
が
ち
な
対
象
と

し
た

23

。

　

こ
の
よ
う
な
帝
国
後
期
の
信
仰
に
加
え
て
、
仏
教
と
道
教
の
双
方
の
寺
院
も
、
知

識
人
た
ち
が
科
挙
の
精
神
的
、
感
情
的
要
求
を
う
ま
く
対
処
す
る
手
助
け
を
す
る
精

神
的
な
場
と
し
て
（
自
ら
を
）
提
供
し
た
。
一
般
に
、
寺
院
は
帝
国
規
模
に
広
が
っ

た
文
昌
廟
、
関
帝
廟
と
重
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
関
帝
は
す
で
に
唐
代
に
仏
教
の

神
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
て
き
て
い
た
。
そ
し
て
、
帝
国
後
期
、
関
帝
の
近
づ
き

が
た
い
像
が
大
抵
の
仏
寺
の
門
に
歩
哨
に
立
っ
て
い
た

24

。
一
五
五
〇
年
（
嘉
靖

二
九
年
）
に
、例
え
ば
、一
人
の
仏
教
の
僧
侶
が
、徐
中
行
（
一
五
一
七‒

七
八
）
の
、

22 K
enneth D

eW
oskin, "The Six D

ynasties C
hih-kuai and the B

irth of Fiction," in 

A
ndrew

 Plaks, ed., C
hinese N

arrative 

（Princeton: Princeton U
niversity Press, 

1977

）, pp. 21-52

と G
len D

udbridge, Religious Experience and Lay Society in 

T' ang C
hina 

（C
am

bridge: C
am

bridge U
niversity Press, 1995

）, p. 64

を
見
よ
。
ど

の
よ
う
に
通
俗
文
芸
が
エ
リ
ー
ト
社
会
に
「
波
紋
を
呼
ん
だ
」
か
に
つ
い
て
は
の
議
論

に
つ
い
て
は
、Paul K

atz, D
em

on H
ordes and Burning Boats: The C

ult of M
arshal 

W
en in Late Im

perial C
hekiang （A

lbany: SU
N

Y
 Press, 1995

）, pp. 113-15 

を
見
よ
。

23 

と
も
に
既
出
の
『
前
明
科
場
異
聞
録
』
と
『
国
朝
科
場
異
聞
録
』
と
を
見
よ
。

24 Tim
othy B

rook, Praying for Pow
er: Buddhism

 and the Form
ation of G

entry 

Society in Late-M
ing C

hina 

（C
am

bridge: H
arvard-Yenching Institute M

onograph 

Series, 1993

）, pp. 288-90

。
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内
的
、
精
神
的
安
寧
は
、
帝
政
後
期
科
挙
に
お
け
る
外
的
圧
力
と
教
育
的
要
求
に

対
し
て
精
神
的
に
相
互
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
お
い
て
、

精
神
的
な
啓
発
に
つ
い
て
の
道
士
の
考
え
は
、
明
ら
か
に
郷
試
の
た
め
の
準
備
に
数

年
間
を
費
や
し
た
が
、
最
終
的
な
合
格
リ
ス
ト
を
見
て
、
自
ら
の
失
敗
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
、
神
経
の
張
り
詰
め
た
受
験
生
に
対
し
て
、
さ
し
あ
た
っ
て
適

用
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
宗
教
と
道
徳
は
、
科
挙
そ
れ

自
身
を
非
難
す
る
こ
と
な
く
、
失
敗
を
処
理
す
る
適
切
な
方
法
で
あ
っ
た
ば
か
り
で

な
く
、
成
功
は
精
神
的
啓
発
と
感
情
的
成
熟
に
究
極
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
宗
教
と
知
識
人
の
人
生
は
、
連
携
し
て
科
場
の
残
酷
な
現
実
か
ら
の
、
著

し
く
健
康
的
で
心
理
学
的
な
避
難
所
を
創
造
し
た
の
で
あ
る
。

　

道
徳
は
、
科
挙
の
成
功
に
対
す
る
典
型
的
な
場
当
た
り
的
基
準
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
王
陽
明
の
父
で
あ
る
王
華
は
、
一
四
八
一
年
（
成
化
一
七
年
）
の
会
試
以
前
、

富
裕
な
一
族
と
暮
ら
し
て
い
た
。
そ
の
一
族
の
家
長
は
多
く
の
妾
を
有
し
た
が
、
息

子
は
い
な
か
っ
た
。
あ
る
晩
、
家
長
は
妾
の
一
人
を
、
こ
れ
は
自
分
の
考
え
で
あ
る

と
書
い
た
書
付
を
持
た
せ
て
、
王
華
が
後
継
を
得
る
た
め
に
、
彼
の
室
へ
送
り
込
ん

だ
。
王
華
は
私
通
を
拒
否
し
、
返
事
と
し
て
「
天
上
の
神
を
驚
か
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
」（
恐
驚
天
上
神
）
と
書
い
た
。
翌
日
、
一
人
の
道
士
が
祖
先
の
た
め
の
祈
り
に

家
に
招
か
れ
た
。
し
か
し
、
彼
は
途
中
深
い
眠
り
に
陥
っ
た
。
目
覚
め
た
時
、
道
士

は
自
ら
が
天
上
で
科
挙
に
参
加
し
、
そ
こ
で
状
元
が
発
表
さ
れ
た
と
物
語
っ
た
。
問

い
に
対
し
て
、
あ
え
て
状
元
の
名
を
漏
ら
さ
な
か
っ
た
が
、
夢
の
中
で
男
の
正
面
の

行
列
が
「
恐
驚
天
上
神
」
と
書
い
て
あ
る
旗
を
持
ち
運
ん
で
い
た
の
を
記
憶
し
て
い

た
28

。

28 

上
述
『
前
明
科
場
異
聞
録
』A

.24b 

を
見
よ
。
ま
た
、
英
文
翻
訳
は
原
文
か
ら
そ
れ
て

い
る
が
、
宮
崎 pp96-97 

を
見
よ
。
訳
者
注
：
王
華
は
成
化
一
七
年
の
状
元
で
あ
る
。

た
26

。

　

同
様
に
、
一
五
九
四
年
（
万
暦
二
二
年
）、
一
人
の
道
士
が
張
畏
巌
を
叱
っ
た
。

張
は
結
果
が
掲
示
さ
れ
る
の
を
見
た
の
ち
、
一
五
九
四
年
（
万
暦
二
二
年
）
の
郷
試

で
自
分
が
不
合
格
に
な
っ
た
こ
と
で
科
挙
を
攻
撃
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
道
士
は

張
畏
巌
を
笑
っ
て
、
自
分
は
張
の
人
相
か
ら
張
の
エ
ッ
セ
イ
が
十
分
に
傑
出
し
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
公
言
し
た
。
張
が
怒
っ
て
、
道
士
の
予

言
者
に
、ど
の
よ
う
に
彼
の
エ
ッ
セ
イ
は
適
切
で
は
な
い
と
知
っ
た
の
か
と
聞
く
と
、

道
士
は
エ
ッ
セ
イ
の
執
筆
は
精
神
的
平
安
と
心
の
平
衡
を
必
要
と
す
る
（「
作
文
は
、

心
気
和
平
を
貴
ぶ
」）と
回
答
し
た
。科
挙
に
失
敗
し
た
こ
と
に
対
す
る
張
の
動
揺
は
、

彼
の
心
が
平
安
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
た
、
と
道
士
は
付
け
加
え
た
。

　

張
は
そ
の
時
、
導
き
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
道
士
は
彼
に
、
天
は
善
行
に
基
づ
い

て
人
の
運
命
を
設
定
す
る
と
告
げ
た
。
張
は
、
自
分
は
貧
乏
な
知
識
人
で
あ
り
、
善

行
を
実
行
す
る
余
裕
な
ど
あ
り
え
な
い
と
回
答
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
道
士
は
心
か

ら
発
す
る
「
陰
功
」
と
言
う
考
え
に
注
意
を
喚
起
し
た
。
こ
の
よ
う
な
無
限
の
利
益

は
富
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
感
情
の
成
熟
と
精
神
的
平
安
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
と
、
道
士
は
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
張
は
試
験
官
を
攻
撃
す
る
こ
と
で
単
に
自

ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浪
費
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
張
は
啓
発
さ
れ
た
。
後

に
、
一
五
九
七
年
（
万
暦
二
五
年
）
に
張
は
夢
を
見
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
年
の
郷
試

の
名
簿
に
は
ま
だ
一
名
空
き
が
あ
り
、
そ
れ
は
徳
を
積
み
、
過
ち
を
避
け
る
こ
と
の

で
き
る
者
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
、と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
張
は
資
格
を
満
た
し
、

一
五
九
七
年
（
万
暦
二
四
年
）
の
郷
試
に
一
〇
五
番
の
順
位
で
合
格
し
た

27

。

26 

『
前
明
科
場
異
聞
録
』A
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。
隋
唐
時
代
に
お
け
る
仏
教
徒
の
占
い
師
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ル
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ツ
に

つ
い
て
は
、G

ernet, Buddhism
 in C

hinese Society, pp. 250-53, 286-97 

を
見
よ
。
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『
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　「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
上
）

三
五

中
国
人
の
宗
教
の
教
義
、
特
に
禅
宗
の
教
義
が
、
試
験
エ
ッ
セ
イ
の
実
際
の
内
容
に

進
入
し
た
（
第
七
章
を
見
よ
）。
し
か
し
、
大
抵
の
場
合
、
受
験
生
た
ち
は
、
彼
ら

の
精
神
生
活
に
お
い
て
個
人
的
啓
示
と
心
の
支
え
の
は
る
か
に
広
い
源
泉
に
背
く
と

同
時
に
、
古
典
的
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
要
求
さ
れ
た
道
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
固
く
守

る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。

　

大
抵
の
知
識
人
は
霊
魂
の
再
生
を
信
じ
て
い
た
。
一
六
四
二
年
（
崇
禎
一
五
年
）

の
郷
試
に
お
い
て
、
一
人
の
受
験
生
は
、
彼
の
夢
の
中
に
現
れ
、
の
ち
に
受
験
生
の

生
ま
れ
た
日
に
死
ん
だ
と
判
明
し
た
吉
兆
を
示
す
女
性
か
ら
、
設
問
に
つ
い
て
の

事
前
の
情
報
を
受
け
取
っ
た

31

。
何
人
か
の
人
が
、
一
六
五
九
年
（
順
治
一
六
年
）

の
会
試
の
会
元
で
あ
る
朱
錦
の
人
生
に
お
け
る
偶
然
の
一
致
は
、
彼
が
一
世
紀
以
上

前
の
人
物
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る

32

。

三
、四
歳
の
と
き
、
陳
元
龍
は
、
仏
教
の
聖
歌
を
夢
に
見
た
が
、
彼
の
母
親
は
、
仏

教
の
教
え
は
価
値
が
な
い
と
主
張
し
、
代
り
に
知
識
人
の
勉
強
（
儒
学
）
を
す
る
よ

う
彼
に
迫
っ
た
。
彼
女
が
死
ん
だ
時
、
陳
元
龍
は
彼
女
の
死
の
せ
い
で
、
い
か
な
る

試
験
も
拒
否
し
た
。
一
六
七
九
年
（
康
熙
一
八
年
）
の
博
学
宏
詞
科
の
試
験
委
員
長

が
陳
を
励
ま
し
て
、
参
加
の
招
待
に
応
じ
る
よ
う
言
っ
た
が
、
無
駄
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
陳
は
一
六
八
五
年
（
康
熙
二
四
年
）
の
殿
試
で
三
番
と
な
り
、
高
い
官
職
を

得
た
。
仏
教
対
官
僚
人
生
の
対
立
は
、
陳
元
龍
に
と
っ
て
解
決
す
べ
き
数
年
間
の
時

間
を
要
し
た
の
で
あ
る

33

。

一
七
五
〇
年
（
乾
隆
一
五
年
）
に
観
音
が
ど
の
よ
う
に
科
挙
で
の
成
功
を
予
言
し
た
か

を
説
明
し
て
い
る
。

31 

李
調
元
『
制
義
科
瑣
記
』3.97-98 

を
見
よ
。

32 

上
述
『
制
義
科
瑣
記
』4.119-20

。

33 

『
清
稗
類
鈔
』21.91-92

。

　

業
と
応
報
も
ま
た
、
科
挙
市
場
を
解
明
す
る
た
め
に
、
帝
政
後
期
時
代
に
用
い
ら

れ
た
文
化
的
な
構
築
物
で
あ
っ
た
。
袁
黄
（
一
五
三
三‒

一
六
〇
六
）
は
、
道
教
、

儒
教
、
仏
教
の
三
教
を
結
び
つ
け
る
明
代
後
期
の
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
あ
る

が
、
個
人
の
社
会
的
地
位
と
価
値
を
測
る
た
め
に
、
善
書
（
民
衆
道
徳
書
）
の
使
用

を
奨
励
し
た
。
袁
は
「
科
挙
に
置
け
る
成
功
は
全
く
陰
徳
の
お
か
げ
で
あ
る
」
と
強

く
主
張
し
た
。
彼
は
ま
た
、
科
挙
の
成
功
は
受
験
者
の
能
力
に
基
づ
く
も
の
で
は
な

く
、
彼
の
先
祖
の
功
績
の
蓄
積
に
幾
分
よ
る
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。「
功
績
と
欠

点
の
原
簿
」（
功
過
格
）
と
、
袁
黄
と
彼
の
道
徳
簿
記
の
追
随
者
た
ち
が
呼
ん
だ
よ

う
に
、
道
徳
簿
記
は
知
識
人
た
ち
に
と
っ
て
、
善
行
、
道
徳
的
更
正
、
世
俗
の
成
功

の
通
俗
的
宗
教
概
念
と
同
価
値
の
も
の
と
な
っ
た

29

。

　

挙
人
、
進
士
の
学
位
を
目
指
す
大
抵
の
科
挙
受
験
者
は
、
特
に
自
ら
の
古
典
文
学

の
能
力
と
記
憶
力
の
レ
ベ
ル
を
、
科
挙
市
場
に
お
い
て
他
の
者
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る

と
見
な
し
て
い
る
（
科
挙
の
不
合
格
を
自
分
の
せ
い
に
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
）。
こ
う
し
た
科
挙
市
場
に
お
い
て
は
、
大
抵
の
受
験
生
は
、
宗
教
の
観
点
か
ら
、

一
人
が
不
合
格
で
も
う
一
人
が
合
格
す
る
の
は
な
ぜ
か
に
つ
い
て
の
説
明
を
探
し
求

め
た
。
科
挙
の
た
め
に
程
朱
学
を
修
め
た
知
識
人
の
精
神
生
活
に
お
け
る
仏
教
と
道

教
の
影
響
力
は
広
く
行
き
渡
っ
て
い
た

30

。
例
え
ば
、
明
代
後
期
に
は
、
時
折
、

宮
崎
は
『
皇
明
大
儒
王
陽
明
先
生
出
身
靖
亂
録
』
に
基
い
て
お
り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に

従
っ
て
訂
正
し
た
。

29 

議
論
に
つ
い
て
は
、Cynthia Brokaw, The Ledgers of M

erit and D
em

erit: Social 

C
hange and M

oral O
rder in Late Im

perial C
hina （Princeton: Princeton U

niversity 

Press, 1991

）, pp. 17-27, 68, 231-32 

を
見
よ
。

30 

『
前
明
科
場
異
聞
録
』B

.24a 

に
お
け
る
、
状
元
は
「
三
代
不
食
牛
肉
」（
三
世
代
に
わ

た
っ
て
牛
肉
を
食
べ
な
い
）一
族
出
身
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
一
五
九
五
年（
万

暦
二
三
年
）
の
夢
の
報
告
を
見
よ
。
ま
た
、『
清
稗
類
鈔
』74.99 

を
見
よ
。
そ
れ
は
、
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成
功
も
し
く
は
現
実
逃
避
に
つ
い
て
の
、
こ
れ
ら
励
み
に
な
る
物
語
の
暗
い
側
面

に
は
、
試
験
で
の
失
敗
に
つ
い
て
の
、
真
偽
の
疑
わ
し
い
、
犯
罪
に
関
す
る
原
因
が

存
在
す
る
。
一
人
の
息
子
が
死
ん
だ
母
の
こ
と
を
夢
に
見
た
。
彼
女
は
息
子
に
、
彼

の
三
世
前
の
過
去
の
犯
罪
が
明
る
み
に
出
た
と
告
げ
た
。
彼
は
、
結
局
彼
が
犯
し
た

自
ら
の
過
去
世
の
犯
罪
を
償
う
ま
で
、
学
校
に
入
学
し
読
書
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
科
場
の
中
で
、
亡
霊
と
過
去
の
幻
影
が
受
験
者
の
面
前
に
現
れ
、
過
去
の

罪
を
彼
ら
に
思
い
出
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
物
語
の
中
で
は
、
多
く
の
こ
の
よ
う

な
若
者
が
狂
っ
た
り
、も
し
く
は
そ
の
場
で
死
ん
で
し
ま
っ
た

36

。
実
際
の
と
こ
ろ
、

多
く
の
受
験
生
た
ち
は
、
試
験
監
督
官
た
ち
の
間
で
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
風
習
に

つ
い
て
の
う
わ
さ
話
を
受
け
入
れ
た
。そ
の
風
習
と
は
、科
場
の
中
で
点
呼
が
終
わ
っ

た
の
ち
、
試
験
監
督
官
た
ち
は
赤
と
黒
の
旗
を
立
て
て
、「
冤
有
る
も
の
は
冤
を
報

ぜ
よ
。
仇
有
る
者
は
仇
を
報
ぜ
よ
」
と
大
声
で
叫
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
る

37

。

　

精
霊
と
亡
霊
も
、
受
験
生
の
感
情
的
気
質
を
試
す
こ
と
で
、
彼
の
心
を
弄
ん
だ
。

文
昌
も
ま
さ
し
く
同
様
に
一
六
四
〇
年
（
崇
禎
一
三
年
）
の
会
試
で
、
受
験
者
の
答

案
が
彼
自
身
の
小
部
屋
の
小
さ
な
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
火
事
で
失
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
安

易
に
予
言
し
、
彼
に
答
案
の
コ
ピ
ー
を
二
つ
作
り
、
一
つ
を
保
存
し
て
お
く
よ
う
命

ず
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
受
験
者
は
こ
の
予
言
に
従
い
、
火
事
は
彼
の
答
案
を

焼
い
た
が
、彼
の
保
存
し
て
い
た
コ
ピ
ー
の
お
か
げ
で
彼
は
合
格
し
た

38

。
精
霊
は
、

受
験
者
が
受
験
の
準
備
の
で
き
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
他
の
誰
か
が
一
番
に
な

36 
『
小
試
異
聞
録
』
銭
塘
一
八
七
三
年
版
、pp3a-4b,12a-b

。
ま
た
、『
前
明
科
場
異
聞
録
』

A
.38b-39a 

を
見
よ
。

37 Sheang [Shang] Yen-liu 

商
衍
鎏,"M

em
ories of the C

hinese Im
perial C

ivil Service 
Exam

ination System
,

科
挙
考
試
的
回
憶" pp. 65-66

を
見
よ
。

38 

『
前
明
科
場
異
聞
録
』B

.45a-b

。

　

一
官
僚
の
人
生
に
お
い
て
見
ら
れ
る
科
挙
の
明
白
な
有
利
さ
に
も
関
わ
ら
ず
、
明

清
の
宗
教
的
文
学
は
、
同
様
に
若
者
に
科
挙
と
は
切
り
離
さ
れ
た
別
個
の
道
を
提
供

し
た
。
明
初
よ
り
始
ま
る
、
救
済
を
達
成
す
る
道
徳
的
な
人
物
の
活
動
を
記
録
し
た

宝
巻
経
典
を
通
じ
て
拡
散
さ
れ
た
価
値
観
に
お
い
て
、
通
俗
仏
教
の
業
の
概
念
と
、

悟
り
に
向
け
て
の
知
識
人
の
向
上
心
の
結
合
は
、
名
声
と
幸
運
へ
向
か
う
科
挙
と
い

う
道
を
時
に
地
獄
へ
の
道
と
し
て
提
示
し
た
。
こ
の
俗
世
で
の
成
功
と
来
世
で
の
悟

り
の
間
の
競
争
は
、
日
常
生
活
の
家
族
の
価
値
観
に
挑
戦
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ

た
。
仏
教
徒
と
道
教
徒
の
聖
職
者
は
、
男
女
を
励
ま
し
て
、
も
つ
れ
た
人
間
関
係
を

避
け
さ
せ
、
禁
欲
の
生
活
に
従
う
よ
う
さ
せ
る
モ
デ
ル
で
も
あ
っ
た

34

。

　

こ
の
宗
教
的
理
想
が
損
な
わ
れ
た
時
で
さ
え
、
一
八
世
紀
に
最
初
に
出
版
さ
れ
た

『
劉
香
宝
巻
』
中
の
香
女
の
よ
う
な
ヒ
ロ
イ
ン
は
、「
本
を
読
ん
で
何
に
な
る
。
…
…

道
を
学
ぶ
方
が
よ
い
。
利
益
は
そ
の
中
に
あ
る
。
人
の
人
生
に
お
い
て
官
僚
で
あ
る

こ
と
は
、
一
万
年
の
寿
命
に
と
っ
て
の
敵
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
私
は
西
方
の
土
地

へ
の
道
を
あ
な
た
に
指
し
示
し
ま
す
。
夫
よ
、
私
は
あ
な
た
に
、
霊
的
な
訓
練
を
実

践
す
る
た
め
の
最
も
早
い
機
会
を
得
さ
せ
る
よ
う
に
迫
り
ま
す
」と
述
べ
る
こ
と
で
、

夫
の
科
挙
へ
の
情
熱
を
捨
て
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
香
女
の
義
理
の
母
は
、
怒
っ

て
、
息
子
に
香
女
に
会
う
こ
と
を
禁
じ
、
息
子
に
科
挙
の
た
め
の
準
備
を
す
る
よ
う

命
じ
た
。
結
局
、彼
は
状
元
と
な
っ
た
が
、彼
と
彼
の
家
族
の
運
命
は
、玉
帝
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
た
早
死
に
で
あ
っ
た

35

。
一
方
、
香
女
は
、
彼
女
の
人
生
に
配
さ
れ

た
世
俗
の
障
害
物
は
全
て
乗
り
越
え
る
神
聖
な
宗
教
的
指
導
者
と
な
っ
た
。

34 D
aniel O

verm
yer, "Values in C

hinese Sectarian Literature: M
ing and C

h'ing Pao-

chütan," in Johnson, N
athan, and R

aw
ski, eds., Popular C

ulture in Late Im
perial 

C
hina, pp. 219-54 

を
見
よ
。

35 

上
述 pp245-50

。



ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
A
・
エ
ル
マ
ン
　「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
上
）

三
七

て
い
た
。
一
人
の
受
験
生
は
、
科
場
の
中
で
病
気
に
な
り
、
全
く
自
分
の
エ
ッ
セ
イ

を
書
け
ず
に
深
い
眠
り
に
入
っ
た
。空
白
の
答
案
を
答
案
回
収
官
吏
に
手
渡
し
た
後
、

そ
の
受
験
者
は
、
自
分
は
も
ち
ろ
ん
不
合
格
で
あ
る
と
決
め
込
ん
で
い
た
が
、
後
に

彼
は
自
分
の
名
前
が
合
格
者
の
最
終
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
る
の
を
知
っ
た
。
試
験
官

か
ら
示
さ
れ
た
自
分
の
答
案
を
見
た
と
き
、
彼
は
自
分
の
エ
ッ
セ
イ
が
適
切
で
正
規

の
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
こ
の
こ
と
を
、
彼
は
科
挙
の
試
験
場
に

お
け
る
自
分
の
小
部
屋
の
中
の
親
切
な
精
霊
の
お
か
げ
で
あ
る
と
考
え
た

43

。

　

不
品
行
な
生
活
は
普
通
、
失
敗
へ
と
至
っ
た
。
一
六
六
四
年
（
康
熙
三
年
）
に
会

試
の
結
果
を
待
っ
て
い
た
一
人
の
受
験
者
が
、
酔
っ
払
っ
て
意
識
を
失
っ
た
。
人

事
不
省
の
中
で
、
彼
は
母
と
父
に
対
す
る
自
ら
の
過
去
の
親
不
孝
な
行
い
を
思
い

出
し
た
。
そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
目
覚
め
た
と
き
、
自
ら
の
不
合
格
を
知
っ
た

44

。

一
八
四
九
年
（
道
光
二
九
年
）
江
南
郷
試
の
期
間
、
清
朝
初
期
に
数
人
の
進
士
学
位

獲
得
者
を
出
し
た
崑
山
県
の
著
名
な
徐
家
出
身
の
一
人
の
受
験
生
が
、
第
二
場
の
後

に
、
彼
の
完
成
し
た
四
書
五
経
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
で
、
高
位
合
格
が
す
で
に
確

定
し
た
と
考
え
て
、
飲
み
に
出
か
け
た
。
彼
は
酔
っ
払
っ
て
、
第
三
場
の
要
求
さ
れ

た
策
論
を
完
成
す
る
た
め
に
科
場
へ
入
る
点
呼
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
試
験
官
た

ち
は
、
最
初
彼
の
八
股
文
を
、
結
果
と
し
て
来
る
べ
き
解
元
よ
り
優
れ
て
い
る
と
ラ

ン
ク
付
け
し
た
。
し
か
し
、
第
三
場
の
彼
の
答
案
が
回
収
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、

彼
は
失
格
と
な
っ
た

45

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
改
心
し
た
人
生
は
、
成
功
に
至
る
だ
ろ
う
。
人
生
の
転
換
期

に
、
張
之
洞
（
一
八
三
七‒

一
九
〇
九
）
は
、
青
年
の
時
の
大
酒
飲
み
を
諦
め
、

43 

『
前
明
科
場
異
聞
録
』B

.30a

。

44 

李
調
元
『
制
義
科
瑣
記
』4.140-41

。

45 

『
清
稗
類
鈔
』21.82

。

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
科
挙
に
つ
い
て
の
間
違
っ
た
問
題

を
受
験
者
に
与
え
る
こ
と
も
で
き
た

39

。

　

精
霊
は
試
験
官
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
で
き
た
。
例
え
ば
、
一
七
二
六
年
（
雍

正
四
年
）
張
塁
は
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
江
南
郷
試
に
お
い
て
精
霊
を
頼
り

に
、「
陰
徳
」
を
有
す
る
最
高
の
答
案
を
提
出
し
た

40

。
一
七
八
三
年
（
乾
隆
四
八

年
）
の
江
西
郷
試
に
お
い
て
は
、
試
験
官
は
、
一
人
の
試
験
官
の
夢
に
基
づ
い
て

ト
ッ
プ
の
答
案
を
選
ん
だ
と
報
告
さ
れ
た
。
一
八
〇
四
年
（
嘉
慶
九
年
）
に
は
、
精

霊
が
郷
試
試
験
官
の
夢
に
出
現
し
、
彼
に
向
か
っ
て
特
定
の
エ
ッ
セ
イ
の
古
典
的
功

徳
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
精
霊
は
受
験
者
が
『
爾
雅
注
疏
』
と
い
う
語
源
学
辞
典
を

彼
の
八
股
文
エ
ッ
セ
イ
の
一
部
に
う
ま
く
利
用
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
（
第
五
章
を

見
よ
）

41

。

　

一
六
五
七
年
（
順
治
一
四
年
）
会
試
の
受
験
者
が
自
分
の
エ
ッ
セ
イ
を
完
成
し
、

エ
ッ
セ
イ
が
回
収
さ
れ
る
の
を
自
分
の
房
（
受
験
者
用
の
小
部
屋
）
で
待
っ
て
い
た
。

そ
の
時
、
魁
星
が
彼
の
面
前
で
踊
り
、
彼
が
こ
の
一
連
の
科
挙
で
状
元
と
な
る
だ
ろ

う
と
言
っ
た
。
魁
星
は
、
そ
の
受
験
者
に
、
状
元
に
な
る
た
め
彼
自
身
の
答
案
に
二

つ
の
漢
字
を
書
く
よ
う
に
要
求
し
た
。
彼
は
こ
の
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー
ス
に
高
揚
し
、

そ
し
て
最
初
の
文
字
「
状
」
を
書
き
始
め
た
。
そ
の
時
突
然
魁
星
は
彼
の
硯
を
ひ
っ

く
り
返
し
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
の
公
的
な
論
文
の
汚
れ
の
た
め
に
、
そ
の
受
験

者
は
考
慮
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
失
格
と
な
っ
た

42

。

　

そ
れ
よ
り
以
前
の
一
六
一
八
年
（
万
暦
四
六
年
）
の
郷
試
で
は
、
結
末
は
異
な
っ

39 

上
述 B

.54b 

を
見
よ
。

40 

『
清
稗
類
鈔
』74.124-25

。

41 

上
述 74.102-03

、74.105

。

42 

李
調
元
『
制
義
科
瑣
記
』4.118

。
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こ
れ
ら
の
物
語
、
逸
話
は
、
ど
の
よ
う
に
科
挙
の
複
雑
な
制
度
的
機
構
、
厳
格
な

教
育
課
程
の
内
容
が
、
政
府
、
社
会
に
お
け
る
公
明
正
大
さ
と
正
義
の
テ
ー
マ
に
一

致
す
る
道
徳
的
物
語
と
し
て
、
通
俗
文
化
の
中
で
典
型
的
に
無
視
さ
れ
た
か
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
「
科
挙
の
場
に
聞
か
れ
る
異
常
な
出
来
事
を
記
録

す
る
」
娯
楽
的
な
「
志
怪
」
集
を
史
実
と
し
て
受
け
入
れ
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
記
録
は
確
か
に
、
帝
政
後
期
中
国
に
お
け
る
エ
リ
ー
ト
と
一

般
人
の
双
方
が
、
科
挙
を
人
生
の
自
然
な
一
部
分
と
し
て
受
け
入
れ
、
そ
こ
に
科
挙

体
制
を
完
全
に
受
け
入
れ
、
受
験
者
と
そ
の
家
族
の
感
情
生
活
の
中
に
お
け
る
科
挙

の
立
場
を
正
当
化
す
る
、
宗
教
的
、
宇
宙
論
的
語
り
を
持
ち
込
ん
だ
と
い
う
漠
然
と

し
た
感
覚
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

50

。
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ー
リ
ン
が
、「
道
徳
資
本

の
管
理
」
と
し
て
叙
述
し
た
、
明
代
善
書
に
お
け
る
宗
教
の
治
癒
的
活
用
は
、
科
挙

生
活
へ
と
到
達
し
て
い
た
。
一
人
の
科
挙
受
験
者
と
し
て
の
感
情
的
経
験
の
再
編
成

は
、
パ
ニ
ッ
ク
及
び
失
敗
に
よ
る
空
虚
さ
に
対
処
す
る
た
め
の
、
性
格
面
で
の
理
想

に
お
け
る
変
化
を
伴
っ
て
い
た
。
科
挙
で
の
成
功
も
し
く
は
失
敗
に
つ
い
て
の
こ
れ

ら
宗
教
的
な
物
語
は
、
道
教
徒
と
仏
教
徒
の
た
と
え
話
の
た
め
の
論
拠
と
し
て
も
、

知
識
階
級
の
試
験
で
あ
る
科
挙
を
正
当
化
し
た
。
通
俗
的
宗
教
と
、
自
己
統
合
に
つ

い
て
の
い
く
ぶ
ん
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
象
徴
的
な
共
有
目
的
へ
の
信
仰
は
、
人
々
が
苦

難
に
対
処
す
る
の
を
助
け
、
自
分
自
身
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
の
を
助
け
た
の
で
あ

る
51

。

50 C
. K

. Yang, Religion in C
hinese Society, pp. 267-68 

を
見
よ
。

51 Judith B
erling, "R

eligion and Popular C
ulture: The M

anagem
ent of M

oral C
apital," 

in The R
om

ance of the Three Teachings," in Johnson, N
athan and R

aw
ski, Popular 

Culture in Late Im
perial China, pp. 208-12

を
見
よ
。
ま
た
、Philip Rieff, The 

Trium
ph of the Therapeutic （N

ew
 York: H

arper &
 R

ow, 1968

）, pp. 1-27 

も
見
よ
。

一
八
四
七
年（
道
光
二
七
年
）に
皇
帝
の
状
元
と
し
て
科
挙
を
終
了
し
た
彼
の
リ
ニ
ー

ジ
の
年
長
者
張
之
葛
（
一
八
一
一‒

九
七
）
に
倣
う
こ
と
を
決
心
し
て
、
一
八
五
二

年
（
咸
豊
二
年
）
に
ト
ッ
プ
で
順
天
郷
試
を
通
過
し
た
。
し
か
し
、一
八
六
三
年
（
同

治
二
年
）
の
殿
試
に
お
い
て
は
第
三
位
探
花
で
し
か
な
か
っ
た
。
張
之
洞
が
状
元
と

い
う
切
望
さ
れ
た
地
位
を
勝
ち
取
る
こ
と
に
失
敗
し
た
の
は
、
若
年
の
頃
の
飲
酒
へ

の
耽
溺
の
せ
い
に
さ
れ
た

46

。

　

性
的
乱
交
も
ま
た
科
挙
で
の
成
功
に
つ
い
て
の
通
俗
的
観
点
に
お
い
て
、
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
立
ち
現
れ
て
く
る
。
例
え
ば
、
一
六
一
二
年
（
万
暦
四
〇
年
）
江
南

郷
試
前
の
夜
に
性
交
を
絶
っ
た
受
験
生
は
、
科
挙
で
の
最
高
の
栄
誉
が
報
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
性
交
に
耽
っ
た
も
の
は
失
敗
し
た

47

。
婚
約
破
棄
さ
れ
た
女
性
は
、
し

ば
し
ば
科
場
の
小
部
屋
に
い
る
受
験
生
に
取
り
付
く
た
め
に
あ
の
世
か
ら
戻
っ
て
き

て
、
彼
を
永
遠
の
不
合
格
へ
と
運
命
づ
け
た
。
も
し
く
は
、
も
し
彼
女
が
自
殺
し
た

と
す
る
と
、
彼
女
は
魅
力
的
な
女
性
と
し
て
あ
の
世
か
ら
戻
り
、
彼
女
を
苦
し
め
た

人
物
を
た
ぶ
ら
か
し
た
後
、
彼
を
見
込
み
の
な
い
も
の
と
し
て
見
捨
て
た

48

。
今

ひ
と
つ
の
良
く
あ
る
テ
ー
マ
は
、
憑
依
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
狐
の
精
が
受
験
者
の

体
を
侵
し
、
彼
の
心
を
乗
っ
取
っ
た
。
例
え
ば
、
一
八
七
九
年
（
光
緒
五
年
）
一
匹

の
狐
の
精
が
、
江
西
地
区
に
お
い
て
杭
州
出
身
の
受
験
生
の
口
を
通
じ
て
話
し
始
め

た
。
そ
し
て
、
彼
女
が
受
験
生
か
ら
離
脱
す
る
前
に
は
、
ス
イ
カ
で
渇
き
を
癒
さ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
女
が
離
脱
し
た
と
き
、
若
い
女
性
の
姿
と
な
っ
た

49

。

46 

上
述21.107

。

47 

『
前
明
科
場
異
聞
録
』B

.27a

。

48 

一
六
三
三
年
の
婚
約
破
棄
さ
れ
た
女
性
の
報
復
物
語
に
つ
い
て
は
、『
制
義
科
瑣
記
』

3.88-89

を
見
よ
。
一
六
三
九
年
の
他
の
物
語
に
つ
い
て
は
、『
前
明
科
場
異
聞
録
』

B
.44a

、45a

を
見
よ
。
ま
た
、
宮
崎 pp46-47 

を
見
よ
。

49 

『
清
稗
類
鈔
』74.168

。
ま
た
、Zeitlin, H

istorian of the Strange, pp. 174-81 

を
見
よ
。
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ン
ジ
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ン
・
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・
エ
ル
マ
ン
　「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
上
）

三
九

教
徒
の
宗
教
と
、
エ
リ
ー
ト
の
知
的
生
活
が
こ
れ
ら
の
占
い
装
置
の
中
で
相
互
に
作

用
し
合
う
そ
の
著
し
さ
に
よ
っ
て
、
我
々
は
、「
儒
教
的
不
可
知
論
」
も
し
く
は
エ

リ
ー
ト
の
非
信
心
深
さ
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
報
告
が
、
ど
れ
ほ
ど
歴
史
的
痕
跡

か
ら
か
け
離
れ
て
い
た
か
を
知
る
よ
う
に
な
る

56

。
我
々
が
以
下
見
て
い
く
よ
う

に
、
帝
政
後
期
の
試
験
監
督
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
通
俗
的
技
術
を
知
的
に
制
限
し

よ
う
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
世
の
出
来
事
と
超
自
然
的
出
来
事
の
間
の
厳
密

な
相
関
関
係
を
盲
目
的
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
愚
劣
さ
を
示
す
よ
う
意
図
さ
れ
た
、

科
挙
の
試
験
監
督
者
た
ち
が
科
挙
の
た
め
に
案
出
し
た
策
論
に
お
い
て
さ
え
、
こ
の

よ
う
な
通
俗
的
技
術
は
、
彼
ら
の
管
理
の
枠
を
超
え
て
広
く
言
説
の
世
界
全
体
に
影

響
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

運
命
の
予
言
は
多
く
の
科
挙
受
験
者
の
心
に
関
係
し
て
い
た
。
彼
ら
が
因
果
応
報

と
道
徳
的
応
報
に
つ
い
て
の
仏
教
徒
、
道
教
徒
の
教
義
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
に
基

づ
い
て
、
実
際
そ
れ
は
明
代
の
科
挙
生
活
の
受
容
さ
れ
た
一
部
と
な
っ
て
い
た
の
だ

が
、
彼
ら
は
、
自
ら
の
「
個
人
的
運
命
」（「
縁
分
」（
運
、
因
果
応
報
の
天
命
））
が

ど
の
よ
う
に
、「
推
算
」（
運
命
の
推
定
）、「
吉
兆
」（
吉
対
凶
の
日
選
び
）、
も
し
く

は
誕
生
日
の
「
八
字
」（
八
つ
の
文
字
）
と
い
う
方
法
を
用
い
て
、
計
算
さ
れ
う
る

の
か
を
識
別
し
よ
う
と
し
た
。
中
国
の
「
天
文
学
」
を
完
備
し
た
「
占
星
」
は
、
占

56 

例
え
ば
、H

errlee C
reel, C

onfucius and the C
hinese W

ay 

（N
ew

 York: H
arper &

 

R
ow, 1960

）
を
見
よ
。
こ
れ
ま
で
の
報
告
は
、「
新
儒
家
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
同
時
代

人
と
多
く
の
共
通
点
が
あ
っ
た
」
と
強
く
主
張
し
、
そ
の
結
果
、
知
識
人
の
生
活
に
お

け
る
信
仰
、
神
々
、
通
俗
文
化
の
場
を
証
拠
不
十
分
な
状
態
で
説
明
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
こ
の
テ
ー
マ
の
持
続
に
つ
い
て
は
、Pei-yi W

u, The C
onfucian's Progress: 

Autobiographical W
ritings in Traditional C

hina 

（Princeton: Princeton U
niversity 

Press, 1990
）, p. 230 

を
見
よ
。
よ
り
微
妙
な
陰
翳
の
あ
る
報
告
に
つ
い
て
は
、M

artin 

H
uang, Literati and Self-Re/ Presentation, pp. 143-52 

を
見
よ
。

　（
二
）
科
挙
予
言
の
た
め
の
技
術

　

科
挙
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
り
よ
く
対
処
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
次
の
試
験
と
い

う
厳
し
い
現
実
の
仕
組
み
に
対
す
る
洞
察
を
得
る
た
め
、
受
験
生
と
そ
の
家
族
は
、

成
功
も
し
く
は
失
敗
の
予
言
を
得
よ
う
と
、
試
験
官
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
か
も
し
れ

な
い
『
四
書
』
か
ら
の
可
能
な
引
用
に
つ
い
て
の
手
が
か
り
を
集
め
る
た
め
、
も
し

く
は
、
占
い
師
や
夢
が
神
々
、
精
霊
、
先
祖
か
ら
引
き
出
し
た
謎
を
占
う
た
め
、
昔

か
ら
確
立
さ
れ
て
い
る
来
世
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
も
使
用
し
た
。「
看

命
」（
運
命
を
読
む
こ
と
）
は
明
清
の
科
挙
受
験
者
た
ち
が
、
合
格
の
極
め
て
難
し

い
科
挙
市
場
で
、
自
ら
の
見
通
し
に
合
う
よ
う
な
い
く
つ
か
の
吉
兆
を
探
す
と
き
、

彼
ら
の
間
で
の
強
迫
観
念
と
な
っ
た

52

。

　

科
挙
を
分
析
す
る
た
め
の
占
い
の
技
術
は
、
多
様
な
文
化
的
形
式
を
と
っ
た
。
そ

の
中
で
主
要
な
も
の
は
、『
易
経
』
を
用
い
た
「
算
命
」
で
あ
り
、「
看
相
」

53

で
あ

り
、「
扶
乩
」

54

で
あ
り
、「
拆
字
」
ま
た
は
「
測
字
」
で
あ
り
、「
占
夢
」
で
あ
り
、

「
兆
」
で
あ
り
、「
風
水
」
で
あ
っ
た
。
帝
政
後
期
の
占
い
師
に
つ
い
て
の
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ス
ミ
ス
の
内
容
豊
か
な
報
告
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
も

が
、
様
々
な
方
法
で
行
わ
れ
た

55

。
し
か
し
な
が
ら
、
通
俗
文
化
、
仏
教
徒
と
道

52 R
ichard Sm

ith, Fortune-Tellers and Philosophers, p. 173

。

53 

祝
平
一
『
漢
代
的
相
人
術
』（
台
北
、
学
生
書
局
、
一
九
九
〇
）
は
、
占
い
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
根
源
を
提
示
し
て
い
る
。

54 Terence R
ussell, "C

hen Tuan at M
ount H

uangbo: A
 Spirit-w

riting C
ult in Late 

M
ing C

hina," Asiatische Studien 44, 1 （1990

）: 107-40 

を
見
よ
。

55 R
ichard Sm

ith, Fortune-Tellers and Philosophers, pp. 131-257

。
ま
た
、
王
明
雄

『
談
天
説
命
』（
台
北
、
皇
冠
雑
誌
出
版
、
一
九
八
八
）
を
見
よ
。
こ
の
書
物
は
、
今
日

使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
れ
ら
の
技
法
の
す
べ
て
に
つ
い
て
の
概
観
を
提
示
し
て
い

る
。
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占
い
師
達
は
同
様
に
個
人
の
一
身
上
の
運
命
を
天
と
、
将
来
の
合
格
の
見
込
み
に

結
び
つ
け
る
た
め
に
、「
星
命
」（
運
命
を
読
み
取
る
た
め
の
星
を
基
礎
と
し
た
技
術
）

を
使
用
し
た
。
こ
れ
ら
の
技
術
は
普
通
、
十
二
の
地
上
の
派
生
物
に
対
応
す
る
、
そ

れ
ぞ
れ
、
十
二
の
動
物
（
鼠
、
牛
、
虎
、
兎
、
龍
、
蛇
、
馬
、
羊
、
猿
、
鶏
、
犬
、

豚
）
の
一
つ
に
同
定
さ
れ
る
占
星
術
の
記
号
を
組
み
込
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
顧
鼎

臣
（
一
四
五
三‒

一
五
四
〇
）
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
『
明
狀
元
図
考
』（
明
代
に

お
け
る
状
元
の
図
示
さ
れ
た
概
観
）
と
名
付
け
ら
れ
た
明
代
の
書
物
の
中
に
含
ま
れ

る
、黄
庭
澄
に
よ
る
図
（
図6.1

参
照
）
は
、占
い
師
が
一
五
〇
二
年
（
弘
治
一
五
年
）

の
状
元
で
あ
る
康
海
（
一
四
七
五‒

一
五
四
一
）
に
対
し
て
、
天
上
の
小
北
斗
星
が

彼
の
科
挙
合
格
を
保
証
し
た
と
指
摘
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

60

。

60 

『
状
元
図
考
』2.36b-37b

。
状
元
を
集
め
た
書
物
は
、
一
五
〇
五
年
（
弘
治
一
八
年
）

の
状
元
で
あ
る
顧
鼎
臣
に
よ
っ
て
編
集
が
始
め
ら
れ
、
彼
の
孫
で
あ
る
顧
祖
訓
に
よ
っ

い
師
、
僧
侶
、
道
士
に
よ
っ
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、『
易
経
』
に
基

づ
い
た
筮
竹
占
い
と
、
数
秘
学
の
パ
タ
ー
ン
を
認
識
す
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
数

の
シ
ス
テ
ム
を
含
ん
で
い
た

57

。

　

例
え
ば
、
明
朝
に
お
い
て
は
、
運
命
の
予
測
は
非
常
に
一
般
的
で
あ
っ
た
の
で
、

一
六
四
〇
年
（
崇
禎
一
三
年
）
ま
で
の
全
て
の
明
代
状
元
の
、
図
入
り
の
一
七
世
紀

の
記
録
は
、「
八
字
」
と
伝
統
的
な
占
い
の
技
法
に
よ
る
、
年
月
日
時
に
よ
る
そ
れ

ぞ
れ
の
誕
生
の
日
付
を
入
れ
る
た
め
の
「
天
干
地
支
」（
天
上
の
茎
と
地
上
の
枝
）

の
組
み
合
わ
せ
を
含
ん
で
い
た
。「
皇
暦
」（
正
統
な
カ
レ
ン
ダ
ー
）
と
全
て
の
通
書

（
暦
）
に
用
い
ら
れ
た
干
支
の
漢
字
の
四
つ
の
組
み
合
わ
せ
は
、
人
の
運
命
の
「
四

柱
」（
四
つ
の
柱
）
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、そ
れ
ら
は
、人
々
の
本
来
の
官
職
、富
、

社
会
的
地
位
に
対
応
し
て
い
た

58

。
明
代
の
状
元
を
集
め
た
書
物
の
編
集
者
は
、

誕
生
日
と
彼
ら
の
運
命
の
間
の
対
応
に
関
係
の
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、例
え
ば
、

官
僚
と
し
て
の
地
位
、
受
け
た
罰
、
早
い
死
の
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
元
の
た
め

の
情
報
を
付
け
加
え
た
。
編
集
者
は
同
様
に
多
く
の
状
元
に
つ
い
て
の
運
命
の
予
想

を
説
明
す
る
た
め
に
、「
状
元
命
造
評
註
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
付
け
加
え
た

59

。

57 

科
挙
受
験
者
の
た
め
に
運
命
を
読
み
取
る
こ
と
の
清
代
の
例
に
つ
い
て
は
、『
清
稗

類
鈔
』73.100-19 

を
見
よ
。
実
践
の
背
後
の
理
論
に
関
し
て
は
、R

ichard Sm
ith, 

Fortune-Tellers and Philosophers, 174-86 

を
、
特
に
仏
教
徒
の
技
術
に
つ
い
て
は
、

王
明
雄
『
談
天
説
命
』pp. 87-102 

を
見
よ
。

58 

運
命
を
読
み
取
る
た
め
の
「
八
字
」
の
技
法
に
つ
い
て
は
、C

hao W
ei-pang, "The 

C
hinese Science of Fate-C

alculation," Folklore Studies 5 

（1946

）: 313 

と
王
明
雄

『
談
天
説
命
』pp. 67-72 

を
見
よ
。

59 

『
状
元
図
考
』6.38a-42b, 6.43a-48b 

を
見
よ
。
ま
た
、Richard Sm

ith, Fortune-

Tellers and Philosophers, pp. 43, 176-77

と
彼
の Chinese Alm

anacs （H
ong K

ong and 

O
xford: O

xford U
niversity Press, 1992

）, pp. 25-33

を
見
よ
。

図6.1 1502年（弘治15年）における小北斗星
を指す場面。原典：『明状元図考』、顧鼎臣、顧
祖訓編、1607年（万暦35年）版。
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　「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
上
）

四
一

大
変
な
吉
兆
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
天
球
の
黄
道
に
お
け
る
月
と
星
座
の

位
置
を
利
用
し
た
。
占
い
師
に
よ
る
と
、
魁
星
（
文
学
の
神
）
は
そ
の
時
、
北
西
部

出
身
の
受
験
生
に
と
っ
て
よ
り
有
利
な
位
置
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
康
海
は
陝
西
の

出
身
で
あ
っ
た
た
め
に
、
彼
の
運
命
は
首
都
の
会
元
と
南
方
出
身
の
他
の
人
々
の
運

命
よ
り
も
吉
兆
で
あ
っ
た
。
魁
星
は
南
の
空
の
斗
宿
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
康
海
の

運
命
は
、
南
斗
は
進
士
学
位
や
高
給
の
よ
う
な
高
い
官
職
報
酬
を
保
障
し
た
と
い
う

伝
統
的
な
占
い
の
観
点
に
従
っ
て
読
み
解
か
れ
た

61

。

　
『
易
経
』
の
占
い
は
、
占
い
師
に
よ
っ
て
広
く
実
行
さ
れ
、
受
験
者
達
は
し
ば
し

ば
自
ら
の
将
来
の
成
功
に
つ
い
て
の
ヒ
ン
ト
を
求
め
て
『
易
経
』
を
参
照
し
た
。
そ

の
結
果
、
こ
の
よ
う
な
占
い
が
、
関
帝
廟
で
催
さ
れ
、
そ
こ
で
は
、
自
ら
の
「
八
字
」

誕
生
情
報
に
関
連
し
た
、
受
験
者
達
の
た
め
の
吉
兆
を
決
定
す
る
占
い
の
た
め
に
筮

竹
が
用
い
ら
れ
た
（
図6.2

参
照
）

62

。

　

占
い
師
達
は
、六
四
の
卦
の
一
つ
を
で
た
ら
め
に
引
い
て
、「
爻
」（
線
）「
八
卦
」（
三

本
線
関
係
）「
六
十
四
卦
」（
六
本
線
関
係
）、
す
な
わ
ち
正
し
い
「
占
」（
予
言
）
を

す
る
た
め
の
キ
ー
と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
関
係
の
間
の
パ
タ
ー
ン
に
含
ま
れ
て

い
る
多
義
的
な
象
徴
的
意
味
を
決
定
す
る
こ
と
に
基
づ
い
て
判
断
を
作
り
上
げ
た
。

『
易
経
』
を
用
い
た
易
断
の
た
め
の
占
い
の
技
術
は
、
筮
竹
も
し
く
は
代
用
品
に
基

づ
い
て
い
た
。
一
般
的
に
、
筮
竹
は
科
挙
と
関
係
す
る
運
命
の
予
言
中
の
一
つ
を
選

択
す
る
た
め
に
う
ち
振
ら
れ
た

63

。

　

例
え
ば
、清
朝
の
学
者
官
僚
王
杰（
一
七
二
五‒

一
八
〇
五
）は
、一
七
六
一
年（
乾

61 
上
述
。
ま
た
、『
金
史
』p301

を
見
よ
。
こ
の
図
と
南
斗
に
結
び
つ
く
運
命
を
解
明
す

る
の
に
手
助
け
し
て
く
れ
た C

hris C
ullen 

に
感
謝
す
る
。

62 

『
前
明
科
場
異
聞
録
』B

.39a-b

。

63 R
ichard Sm

ith, Fortune-Tellers and Philosophers, pp. 94-119 

を
見
よ
。

　

占
い
師
は
、
赤
道
面
よ
り
下
部
に
あ
る
小
北
斗
星
の
位
置
が
、
康
海
に
と
っ
て
、

て
完
成
し
、『
明
状
元
図
考
』
三
巻
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
版
は
、
一
三
七
一
年
（
洪
武

四
年
）
か
ら
、
一
五
七
一
年
（
隆
慶
五
年
）
ま
で
の
明
代
の
状
元
を
範
囲
と
し
て
い
た
。

呉
承
恩
と
程
一
楨
は
、
こ
れ
に
一
六
〇
四
年
（
万
暦
三
二
年
）
ま
で
の
状
元
の
情
報
を

つ
け
加
え
、『
明
状
元
図
考
』
五
巻
が
作
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
名
前
の
知
ら
れ
て
い
な

い
編
集
者
に
よ
っ
て
、
一
六
〇
七‒

二
八
年
（
万
暦
三
五
年‒

崇
禎
元
年
）
の
状
元
の

情
報
が
同
じ
よ
う
に
付
加
さ
れ
、『
増
状
元
図
考
』
六
巻
が
作
ら
れ
た
。
清
朝
に
な
っ
て
、

陳
枚
と
簡
侯
甫
が
、
一
六
三
一‒

八
二
年
（
崇
禎
四
年‒

康
熙
二
一
年
）
を
範
囲
と
す

る
状
元
の
情
報
を
付
け
加
え
た
。
私
は
、
台
湾
新
竹
市
の
清
華
大
学
で
一
九
九
〇
年
冬

に
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
こ
と
で
、
蒋
竹
山
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
状
元
を
集
め
た
書
物

に
関
す
る
調
査
報
告
書
に
接
し
、
そ
こ
か
ら
利
益
を
得
た
。
ま
た
、
私
は
以
下
、
清
版

を
一
般
に
引
用
す
る
が
、
明
版
も
参
考
に
し
て
い
る
。

図6.2 清代における科挙での成功を占うために算木
を用いる。『点石斎画報』2.11（1897年、光緒23年）、
丑、pp57b-58a、揚州、江蘇広陵古籍刻印社、1983
年版



高
　
　
津
　
　
　
孝

四
二

来
歴
史
家
に
な
る
だ
ろ
う
人
物
で
あ
っ
た
が
、
一
七
六
一
年
（
乾
隆
二
六
年
）
に
お

け
る
ト
ッ
プ
の
栄
誉
者
と
し
て
王
杰
の
主
要
な
競
争
者
で
あ
っ
た
。
趙
翼
は
、
会
試

で
ト
ッ
プ
と
な
り
、
一
方
、
王
杰
は
予
言
通
り
に
十
一
番
で
あ
っ
た
。

　

廷
試
に
お
け
る
順
位
に
お
い
て
、
試
験
官
は
最
初
に
趙
翼
を
再
度
一
位
に
ラ
ン
ク

付
け
し
、
王
杰
を
三
位
に
挙
げ
た
。
乾
隆
帝
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
最
終
リ
ス
ト
を

見
終
わ
っ
て
、
王
杰
が
山
西
出
身
で
あ
る
の
を
知
り
、
そ
の
地
域
が
清
朝
で
一
人
の

最
高
位
も
出
し
て
い
な
い
こ
と
、
一
方
、
趙
翼
が
状
元
の
豊
か
な
伝
統
を
有
す
る
江

蘇
の
県
の
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
王
杰
を
一
位
に
、
趙
翼
を
三
位
に
す
え
た
。
地

域
的
割
り
当
て
に
つ
い
て
の
王
朝
の
長
い
伝
統
に
基
づ
く
と
、
皇
帝
の
干
渉
は
正
統

な
政
治
的
道
理
に
か
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
王
杰
が
『
易
経
』
と
彼
の
助
言
者
の

占
い
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、順
位
の
逆
転
は
、王
杰
と
陳
宏
謀
に
よ
っ

て
運
命
の
正
当
な
行
動
と
し
て
も
考
察
さ
れ
た
。
皇
帝
は
、
異
世
界
に
よ
る
予
知
を

確
か
に
す
る
た
め
に
行
動
し
た
こ
と
に
な
る

65

。

　

こ
の
突
然
の
逆
転
に
直
面
し
て
の
趙
翼
の
驚
く
べ
き
平
静
さ
は
、
同
様
に
自
ら
の

運
命
の
甘
受
と
し
て
解
釈
さ
れ
た
。
趙
翼
自
身
は
、
彼
が
降
格
さ
れ
た
政
治
的
理
由

と
し
て
、
以
前
、
章
京
と
し
て
仕
え
て
い
た
軍
機
処
と
の
繋
が
り
を
考
え
て
い
た
。

趙
翼
は
、
自
分
に
繋
が
り
の
あ
り
す
ぎ
た
こ
と
を
嘆
い
た
。
彼
は
、
乾
隆
帝
が
威
信

あ
る
軍
機
処
の
章
京
に
対
し
て
依
怙
贔
屓
を
示
そ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
支

持
し
た
。
一
七
五
四
年
（
乾
隆
一
九
年
）
に
は
、
自
ら
の
運
命
を
そ
れ
程
は
合
理
化

し
な
か
っ
た
何
人
か
の
人
物
の
例
が
存
在
し
た
。
自
分
の
一
族
も
江
蘇
の
常
州
に
住

ま
い
し
て
い
た
瞿
麗
江
は
、
主
任
試
験
官
が
瞿
の
名
前
を
突
然
、
殿
試
リ
ス
ト
の
三

番
目
の
名
前
、
す
な
わ
ち
瞿
麗
江
の
同
郷
の
荘
培
因
（
一
七
二
三‒

五
九
）
と
入
れ

替
え
た
と
き
、
瞿
麗
江
は
大
変
苦
し
み
、
そ
の
結
果
、
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、

65 

『
清
稗
類
鈔
』73.78

。
ま
た
、H

um
m

el, ed., Em
inent C

hinese, p. 75

を
見
よ
。

隆
二
六
年
）
の
殿
試
の
ト
ッ
プ
合
格
者
で
あ
っ
た
が
、一
七
五
九
年
（
乾
隆
二
四
年
）

の
陝
西
郷
試
の
前
に
、
陳
宏
謀
（
一
六
九
六‒

一
七
七
一
）
に
自
ら
の
運
命
を
予
言

し
て
も
ら
っ
た
。
陳
宏
謀
は
、
そ
の
時
、
中
国
北
西
部
山
西
の
官
僚
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
王
杰
は
、
陳
宏
謀
の
幕
僚
と
し
て
仕
え
て
い
た
。
陳
宏
謀
は
王
杰
に
、
予
言
は

佳
兆
が
君
に
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
告
げ
た

64

。
陳
宏

謀
は
ま
た
、「
諸
籖
」
は
王
杰
の
順
位
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
予
言
を
確
実
に
す
る

た
め
に
陝
西
郷
試
の
後
ま
で
待
ち
た
い
と
王
杰
に
告
げ
た
。

　

驚
い
た
こ
と
に
、
王
杰
は
一
七
五
九
年
（
乾
隆
二
四
年
）
の
郷
試
で
は
成
績
が
良

く
な
く
、
補
足
の
「
挙
人
」
で
あ
る
副
榜
の
リ
ス
ト
に
入
っ
て
い
た
。
結
局
分
か
っ

た
こ
と
は
、
陳
宏
謀
は
、
王
杰
が
八
位
の
副
榜
で
あ
る
だ
ろ
う
と
算
木
か
ら
正
確
に

読
み
取
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
順
位
は
、
王
杰
に
と
っ
て
十
分
な
吉
兆
と
は

思
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
年
、
彼
は
一
七
六
〇
年
（
乾
隆
二
五
年
）
の
特
別

な
陝
西
郷
試
を
受
験
し
た
。
こ
の
時
、
陳
宏
謀
は
成
功
を
保
証
し
、
王
杰
が
七
位
で

合
格
し
た
と
き
、
陳
の
正
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
偶
然
の
一
致
で
、
一
七
六
〇
年

（
乾
隆
二
五
年
）
の
解
元
は
王
杰
と
同
じ
名
前
の
「
杰
」
を
持
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
第
二
の
予
言
が
同
じ
く
予
言
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

王
杰
が
北
京
へ
会
試
と
殿
試
を
受
け
る
た
め
に
旅
行
し
た
と
き
、
彼
は
再
び
算

木
を
用
い
て
『
易
経
』
に
占
い
を
建
て
た
。
そ
し
て
、
会
試
で
は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ク

に
入
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
幸
運
は
宮
殿
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
知
っ
た
。
陳
宏
謀
は
同
意
し
て
、
王
杰
に
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。
数
（
運
命
）

は
、
王
杰
の
有
望
な
最
終
ラ
ン
ク
を
状
元
と
し
て
確
定
し
た
（
有
数
在
）
と
。
趙
翼

（
一
七
二
七‒

一
八
一
四
）
は
、
常
州
の
知
識
人
で
、
著
名
な
軍
事
的
指
導
者
で
将

64 

『
清
稗
類
鈔
』 73.77-78

。『
易
経
』
に
よ
る
予
言
の
他
の
例
に
つ
い
て
は
、R

ichard 

Sm
ith, Fortune-Tellers and Philosophers, pp. 108-19 

を
参
照
。



ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
A
・
エ
ル
マ
ン
　「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
上
）

四
三

ら
れ
た
が
、
後
に
彼
の
名
前
は
一
〇
位
の
合
格
者
で
あ
る
、
会
試
で
の
会
元
で
あ
っ

た
蘇
州
出
身
の
彭
啓
豊
（
一
七
〇
一‒

八
四
）
と
交
換
さ
れ
た
。
雍
正
帝
は
、
最
終

的
な
順
位
決
定
に
直
接
介
入
を
行
っ
た
。
と
い
う
の
は
、最
近
の
殿
試
に
お
い
て
は
、

江
蘇
の
合
格
者
達
が
進
士
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
キ
ン
グ
を
占
め
て
お
り
、
雍
正
帝
は
彭
と

い
う
姓
を
も
つ
人
物
は
揚
子
江
デ
ル
タ
以
外
の
出
身
で
あ
る
よ
う
だ
と
誤
っ
て
考
え

た
た
め
で
あ
る
。
彭
啓
豊
が
揚
子
江
デ
ル
タ
の
文
化
的
中
心
で
あ
る
蘇
州
出
身
で
あ

る
こ
と
を
、
雍
正
帝
が
見
出
し
た
と
き
、
雍
正
帝
は
別
の
変
更
を
す
る
こ
と
を
断
り
、

よ
り
早
い
時
期
の
状
元
で
あ
る
、
一
六
七
六
年
（
康
煕
一
五
年
）
の
ト
ッ
プ
合
格
者

彭
定
求
（
一
六
四
五‒

一
七
一
九
）
の
孫
と
し
て
彭
啓
豊
に
栄
誉
を
与
え
る
と
い
う

機
会
を
な
お
利
用
で
き
る
と
判
断
し
た

68

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
荘
柱
の
運
命
を
、
彼
お
よ
び
彼
の
失
望
し
た
家
族
に
と
っ
て
よ

り
一
層
感
情
的
に
我
慢
の
で
き
る
も
の
に
し
た
の
は
、
彼
の
母
親
が
す
で
に
、
三
つ

の
天
の
精
霊
が
彼
女
の
前
に
出
現
し
、
来
る
べ
き
殿
試
に
お
い
て
彭
家
と
相
対
し
た

場
合
の
荘
リ
ニ
ー
ジ
の
成
功
の
チ
ャ
ン
ス
を
評
価
し
た
こ
と
を
夢
に
見
た
こ
と
に
よ

る
。三
つ
の
精
霊
は
、「
陰
徳
」に
関
し
て
荘
家
と
彭
家
は
等
し
い
と
認
め
た
。し
か
し
、

「
惜
字
」（
書
か
れ
た
文
字
を
大
事
に
す
る
）
と
い
う
点
で
の
み
、
彭
家
は
荘
家
を
凌

駕
し
て
い
た
。
彭
リ
ニ
ー
ジ
は
、
彼
ら
が
見
出
し
た
全
て
の
、
文
字
の
書
か
れ
た
、

捨
て
ら
れ
た
紙
を
徹
底
し
て
集
め
、
清
潔
に
し
、
特
別
の
竃
で
燃
や
す
も
の
と
し
、

文
字
の
守
護
神
で
あ
る
文
昌
帝
君
を
徹
底
し
て
崇
拝
し
た
こ
と
で
、
彭
啓
豊
は
状
元

に
昇
進
す
る
に
値
す
る
者
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
外
な
新
事
実
は
、
荘
家
に

と
っ
て
の
結
果
と
し
て
の
名
前
の
交
換
を
説
明
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
彭

リ
ニ
ー
ジ
、
常
州
の
荘
リ
ニ
ー
ジ
は
、
し
ば
し
ば
結
婚
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、
荘
家
は
、

68 

『
國
朝
科
場
異
聞
錄
』4.6a

。
ま
た
、H

um
m

el, ed., Em
inent C

hinese, pp. 616-17 

を

見
よ
。

腹
立
た
し
さ
の
あ
ま
り
、
そ
の
場
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
た
と
え
、
瞿
麗
江
が
趙
翼

の
よ
う
に
は
、
自
分
の
突
然
の
運
命
の
逆
転
を
、
感
情
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
同
様
に
常
州
出
身
の
荘
一
族
は
、
瞿
氏
よ
り
も
早
く
、

科
挙
市
場
に
存
在
す
る
運
命
に
対
し
て
道
徳
的
罪
を
償
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
た

の
で
あ
る

66

。

　

例
え
ば
、
さ
ら
に
以
前
の
一
七
四
五
年
（
乾
隆
一
〇
年
）
の
殿
試
で
は
、
荘
存

与
（
一
七
一
九‒

八
八
）
が
彼
の
故
郷
武
進
県
の
ラ
イ
バ
ル
銭
維
城
（
一
七
二
〇

‒

七
二
）
に
次
い
で
二
位
に
な
っ
た
。
銭
維
城
は
後
に
一
七
五
四
年
（
乾
隆
一
九

年
）
の
殿
試
で
は
上
級
試
験
官
の
一
人
で
あ
り
、
部
分
的
に
民
間
伝
承
に
寄
れ
ば
、

一
七
四
五
年
（
乾
隆
一
〇
年
）
に
荘
存
与
が
殿
試
で
二
番
に
終
わ
っ
た
こ
と
へ
の
埋

め
合
わ
せ
の
た
め
に
、
荘
存
与
の
弟
の
荘
培
因
が
そ
の
年
の
一
位
を
得
た
の
は
、
銭

維
城
の
調
停
の
お
か
げ
で
あ
る
よ
う
だ
（「
荘
存
与
の
胞
弟
」）

67

。
一
七
五
四
年
（
乾

隆
一
九
年
）
の
科
挙
受
験
者
の
順
位
づ
け
の
た
め
の
、
秘
密
の
、
そ
し
て
内
部
の
、

試
験
官
の
政
策
は
、
こ
の
よ
う
に
、
一
七
四
五
年
（
乾
隆
一
〇
年
）
よ
り
以
前
の
出

来
事
を
考
慮
し
て
公
的
に
解
釈
さ
れ
、
荘
一
族
の
返
報
の
行
為
と
し
て
、
彼
ら
の
よ

り
早
い
時
期
の
損
失
に
対
す
る
報
酬
と
し
て
合
理
的
に
解
釈
さ
れ
た
。
科
挙
自
身
の

公
正
と
言
わ
れ
る
基
準
に
従
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
調
停
は
明
ら
か
に
不
公
正
で
あ
る

と
い
う
事
実
は
、
見
過
ご
さ
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
、
運
命
と
遅
延
さ
れ
た
成
功
と
い

う
一
つ
の
物
語
に
翻
訳
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
上
、
さ
ら
に
遡
っ
た
一
七
二
七
年
（
雍
正
五
年
）
に
は
、
荘
存
与
と
荘
培
因

の
父
で
あ
る
荘
柱
（
一
六
七
〇‒

一
七
五
九
）
は
、
殿
試
の
後
に
状
元
に
順
位
づ
け

66 

『
國
朝
科
場
異
聞
錄
』7.32b

。
趙
翼
の
軍
機
処
へ
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、M

an-

cheong, "Fair Fraud and Fraudulent Fairness," pp. 66-75 

を
見
よ
。

67 

『
会
試
録
』
一
七
五
四
年
、『
國
朝
科
場
異
聞
錄
』5.29a-b

。



高
　
　
津
　
　
　
孝

四
四

た
。
運
命
に
関
す
る
全
て
の
彼
ら
の
割
り
当
て
は
、
使
い
尽
く
さ
れ
、
善
行
は
勝
利

を
収
め
た

71

。

　

扶ふ

乩け
い

（
心
霊
書
写
）
の
儀
式
は
、
唐
宋
時
代
か
ら
科
挙
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
そ

こ
で
は
、
霊
媒
師
が
占
い
の
道
具
を
用
い
て
霊
魂
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
動
的
に
伝
達

し
た
。
宋
代
で
は
、
扶
乩
は
詩
歌
と
他
の
文
学
的
形
式
を
含
ん
で
お
り
、
そ
れ
は
、

霊
媒
師
に
、
科
挙
試
験
の
純
文
学
の
分
野
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
詩
の
形
式
に
つ
い

て
の
師
匠
と
な
る
こ
と
を
要
求
し
た

72

。
明
代
後
期
ま
で
、
科
挙
は
詩
歌
を
要
求

し
な
か
っ
た
が
、
異
世
界
と
交
流
す
る
こ
の
技
法
は
、
霊
魂
そ
れ
自
身
に
よ
っ
て
書

か
れ
た
、
道
徳
的
教
え
の
本
を
製
作
す
る
に
も
使
用
さ
れ
た
。
霊
験
あ
ら
た
か
で
あ

る
寺
院
を
訪
れ
た
り
、
そ
こ
で
霊
媒
師
に
試
験
問
題
の
事
前
通
知
を
尋
ね
た
り
す

る
こ
と
は
、「
本
質
的
」
に
と
同
時
に
文
化
的
に
も
、
郷
試
、
会
試
、
殿
試
に
赴
く

途
中
の
科
挙
受
験
者
に
と
っ
て
受
け
入
れ
可
能
で
あ
っ
た
。
し
ば
し
ば
、
質
問
者
と

霊
魂
は
、
彼
ら
の
古
典
学
的
博
識
と
詩
的
才
能
を
証
明
す
る
た
め
に
詩
的
な
対
句
を

交
換
し
た
。
プ
ラ
ン
シ
ェ
ッ
ト
（
自
動
筆
記
具
）
を
通
じ
て
書
記
す
る
霊
魂
が
著
名

な
詩
人
も
し
く
は
過
去
の
作
家
で
あ
る
と
聴
衆
が
決
め
つ
け
て
い
る
の
も
一
般
的
で

あ
っ
た

73

。

71 

『
國
朝
科
場
異
聞
錄
』7.32b

。
議
論
の
た
め
に
は
、
拙
著 C

lassicism
, Politics,and 

K
inship, pp. 59-73 

を
見
よ
。

72 

許
地
山
『
扶
箕
迷
信
的
研
究
』（
長
沙
、
商
務
印
書
館
、
一
九
四
一
年
）pp. 49-50

を
見

よ
。R

ussell, "C
hen Tuan at M

ount H
uangbo," pp. 108-16 

は
、
扶
乩
が
庶
民
文
化

と
宗
教
生
活
に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど
流
行
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
、
霊
媒
師
に
と
っ
て

の
詩
歌
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

73 

『
清
稗
類
鈔
』73.13-14

。
ま
た
、O

verm
yer, "Values in Chinese Sectarian Literature," 

p. 221; R
ichard Sm

ith, Fortune-Tellers and Philosophers, pp. 226-28

と
、 Judith 

Zeitlin, "Spirit-w
riting and Perform

ance in the W
ork of You Tong 

尤
侗 

（1618-

「
惜
字
会
」
の
熱
心
な
支
援
者
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
荘
存
与
と
荘

培
因
の
、
一
七
四
五
年
（
乾
隆
一
〇
年
）
の
傍
眼
（
第
二
位
）
と
一
七
五
四
年
（
乾

隆
一
九
年
）
の
状
元
と
し
て
の
、
後
の
科
挙
で
の
成
功
を
説
明
し
た

69

。

　

彭
家
と
荘
家
の
科
挙
で
の
成
功
は
、
通
俗
的
想
像
力
の
中
で
、
彼
ら
の
リ
ニ
ー
ジ

の
善
行
と
民
間
宗
教
へ
の
支
援
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
彼
ら
の
息

子
達
の
た
め
に
、
古
典
的
教
育
の
中
で
授
け
た
文
化
的
資
源
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
善
行
と
道
徳
的
返
報
の
物
語
は
、
後
に
、
以
前
に
不
運
な

目
に
あ
っ
た
常
州
の
瞿
リ
ニ
ー
ジ
に
も
同
様
に
継
続
し
た
。
例
え
ば
、
一
八
一
四
年

（
嘉
慶
一
九
年
）
の
会
試
以
前
、
悲
劇
的
な
瞿
麗
江
の
孫
で
あ
る
瞿
溶
（
給
諫
）
は
、

荘
培
因
が
彼
の
目
前
に
現
れ
、
瞿
溶
に
ア
プ
リ
コ
ッ
ト
の
花
の
枝
を
贈
り
、「
我
々

は
あ
な
た
の
家
族
に
属
す
る
重
要
な
物
を
あ
な
た
た
ち
に
お
返
し
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
」
と
告
げ
た
と
い
う
夢
を
見
た
。
こ
の
幸
運
な
申
し
出
は
、
彼
の
祖
父
の
予
期

し
な
い
死
を
導
い
た
六
年
前
の
出
来
事
の
た
め
に
荘
家
が
瞿
溶
に
対
し
て
返
報
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た

70

。
結
果
と
し
て
、
瞿
溶
は
会
試
で
ト
ッ
プ

合
格
し
、
殿
試
で
全
体
の
中
で
五
位
で
あ
っ
た
。
道
徳
的
返
報
は
、
同
様
に
瞿
溶
が

三
十
六
位
に
過
ぎ
な
か
っ
た
劉
逢
禄
（
一
七
七
六‒

一
八
二
九
）
の
試
験
順
位
を
引

き
上
げ
る
こ
と
で
果
た
さ
れ
た
。
劉
逢
禄
は
、
常
州
今
文
学
派
の
名
高
い
荘
家
の
伝

統
の
、
母
親
を
通
じ
て
の
最
後
の
重
要
な
継
承
者
で
あ
っ
た
。
常
州
の
傑
出
し
た
リ

ニ
ー
ジ
の
、競
合
す
る
息
子
達
に
つ
い
て
の
こ
の
苦
難
の
訓
誡
物
語
は
、終
局
に
至
っ

69 

『
國
朝
科
場
異
聞
錄
』4.6a.

。
梁
其
姿 A

ngela Leung

「
清
代
惜
字
会
」『
新
史
学
』（
台
湾
）

五.

二
（
一
九
九
四
年
六
月
）pp83-113

と 

私
の C

lassicism
, Politics, and K

inship, 

pp. 52-59 

を
見
よ
。

70 W
olfram

 Eberhard, Lexikon chinesischer Sym
bole 

（C
ologne: Eugen D

iederichs 

Verlag, 1983

）, p. 23 

を
見
よ
。



ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
A
・
エ
ル
マ
ン
　「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
上
）

四
五

的
発
展
の
中
に
は
、
何
世
紀
に
も
わ
た
る
科
挙
の
実
際
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る

変
化
が
存
在
し
た
。
第
一
章
で
論
じ
た
唐
宋
の
純
文
学
か
ら
明
清
の
古
典
エ
ッ
セ
イ

へ
の
転
換
に
お
い
て
、
受
験
生
は
彼
ら
の
古
典
的
経
典
に
対
す
る
学
習
を
修
正
さ
せ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
霊
魂
（
と
き
に
霊
媒
師
た
ち
）
も
、
科
挙
設
問
の

予
言
を
懇
願
さ
れ
た
と
き
に
、
自
ら
が
適
切
な
導
き
を
提
供
す
る
こ
と
を
望
む
な
ら

ば
、
科
挙
の
古
典
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
遅
れ
な
い
で
つ
い
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
こ
の
ゆ
え
に
、
一
三
七
〇
年
（
洪
武
三
年
）
か
ら
、
一
七
五
六
年
（
乾
隆
二
一

年
）
に
詩
歌
に
よ
る
試
験
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
、
霊
媒
師
が
試
験
に
つ
い
て
問
わ
れ

た
時
、
特
別
な
詩
句
で
答
え
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
言
語
的
に
意
味
を
な
さ
な
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
抵
の
問
題
に
つ
い
て
の
彼
ら
の
見
解
は
、
な
お
詩
歌
の
形

式
を
利
用
し
て
表
明
さ
れ
た
の
で
あ
る

75

。

　

皮
肉
な
こ
と
に
、
宋
代
か
ら
清
代
に
か
け
て
の
科
挙
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
変

化
を
た
ど
る
一
つ
の
方
法
は
、
受
験
者
た
ち
の
た
め
に
霊
魂
が
プ
ラ
ン
シ
ェ
ッ
ト
で

「
書
き
記
」
し
た
回
答
の
内
容
に
お
け
る
変
化
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

地
方
の
寺
院
で
は
、
か
つ
て
受
験
生
が
来
る
べ
き
一
八
四
三
年
（
道
光
二
三
年
）
の

浙
江
郷
試
の
た
め
に
、科
挙
の
問
題
を
予
言
し
て
く
れ
る
よ
う
霊
媒
師
に
依
頼
し
た
。

突
然
、
関
帝
が
霊
媒
師
を
捉
え
て
、
プ
ラ
ン
シ
ェ
ッ
ト
に
そ
れ
ら
し
い
問
題
を
ほ
の

め
か
す
回
答
を
書
き
記
し
た
。
受
験
生
が
、
一
七
八
七
年
（
乾
隆
五
二
年
）
以
降
、

『
五
経
』（
第
五
章
を
見
よ
）
の
全
て
を
マ
ス
タ
ー
す
る
よ
う
要
求
す
る
郷
試
の
第
二

試
験
を
受
験
し
た
と
き
、
関
帝
が
『
易
経
』『
書
経
』『
詩
経
』『
礼
経
』
と
い
う
古

典
か
ら
の
引
用
を
首
尾
よ
く
予
言
し
た
こ
と
に
彼
が
気
づ
く
ま
で
、
彼
は
こ
れ
が
何

を
意
味
す
る
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。『
春
秋
』
か
ら
の
引
用
だ
け
が
、
関
帝
の
予
言

に
欠
け
て
い
た
が
、
そ
れ
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
受
験
生
に
古
典
の
一
つ
に
専
門
化
す

75 R
ussell, "C

hen Tuan at M
ount H

uangbo," p. 123

。

　

例
え
ば
、一
六
八
八
年
（
康
熙
二
七
年
）、北
京
の
会
試
へ
向
か
う
受
験
生
は
、「
筆

神
」
と
の
意
思
の
通
じ
合
い
を
霊
媒
に
依
頼
し
、
科
挙
の
第
一
試
験
で
出
題
さ
れ
る

だ
ろ
う
『
四
書
』
か
ら
の
、
や
が
て
公
開
さ
れ
る
引
用
を
予
言
す
る
よ
う
頼
む
た
め

に
立
ち
寄
っ
た
。
霊
魂
は
、
霊
媒
師
に
対
し
て
プ
ラ
ン
シ
ェ
ッ
ト
を
用
い
て
二
つ
の

漢
字「
不
知
」（
私
は
知
ら
な
い
）を
答
え
た
。受
験
生
は
、そ
こ
で
霊
魂
に
尋
ね
た
、「
霊

魂
と
名
士
達
が
知
る
す
べ
が
な
い
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
。
霊
媒
師
は
、
そ
こ

で
霊
魂
の
第
二
の
答
え
を
記
録
し
て
い
る
。「
不
知
、
不
知
、
又
不
知
（
私
は
知
ら

な
い
。
私
は
知
ら
な
い
。
そ
し
て
再
び
、
私
は
知
ら
な
い
）」
と
。

　

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
他
の
科
挙
受
験
生
を
お
そ
ら
く
含
む
、
一
群
の
人
々
が

寺
院
に
集
ま
っ
た
。
彼
ら
は
皆
霊
魂
が
無
知
を
明
白
に
告
白
し
た
こ
と
を
聞
い
て
面

白
が
り
、
真
意
を
知
ら
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
受
験
生
が
自

分
自
身
の
科
挙
試
験
場
の
小
部
屋
に
い
た
時
、
彼
は
突
然
、
霊
魂
が
『
四
書
』
か
ら

の
最
初
の
引
用
が
何
で
あ
る
だ
ろ
う
か
に
つ
い
て
、
本
当
に
正
し
く
予
言
し
た
こ
と

を
理
解
し
た
。
そ
れ
は
『
論
語
』
の
最
終
章
（
堯
曰
）
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
で
、
三

つ
の
「
不
知
」
を
含
ん
で
い
た
。「
孔
子
曰
く
、
命
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
君
子
為

る
こ
と
無
き
な
り
。
礼
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
立
つ
こ
と
無
き
な
り
。
言
を
知
ら
ざ

れ
ば
、
以
て
人
を
知
る
こ
と
無
き
な
り
と
」。
も
ち
ろ
ん
、
最
初
の
八
股
文
問
題
に

要
求
さ
れ
た
引
用
は
、
三
つ
の
「
不
知
」
を
含
ん
で
い
た
。
霊
魂
が
彼
に
告
げ
て
い

る
こ
と
を
理
解
す
る
の
に
、
受
験
生
が
失
敗
し
た
こ
と
は
、
同
時
に
、
自
ら
の
運
命

を
知
ら
な
い
と
い
う
、
紳
士
と
し
て
の
欠
点
も
表
し
て
い
た

74

。

　

扶
乩
の
集
ま
り
に
と
っ
て
の
古
典
的
、
文
学
的
内
容
を
決
定
す
る
興
味
深
い
文
化

1704

）," N
ovem

ber 1995 draft, pp. 1-2 

も
見
よ
。

74 

『
清
稗
類
鈔
』73.16

。
ま
た
、『
論
語
引
得
』42/20/3

、Lau, trans., C
onfucius : The 

Analects, p. 16o 

を
見
よ
。
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四
六

表5.6 清初の順天府における科挙によって選抜された挙人の地理的分布
西暦 1654年（順治11） 1657年（順治14） 1660年（順治17）
地区 人数 % 人数 % 人数 %

直隷 103 37 87 42 60 57

順天 96 35 40 19 14 13

江南 37 13 32 16 13 12

浙江 17 6 20 10 4 4

福建 2 1 5 2 3 3

陝西 5 2 3 1 1 1

山東 7 3 7 3 4 4

遼東 2 1 2 1 0 0

河南 2 1 3 1 0 0

湖広 2 1 3 1 1 1

宣鎮 3 1 3 1 2 2

奉天 0 0 1 1 2 2

旗人* （59） （21） 0 0 0 0

合計 276 100 206 100 104 100

試験官 69 56 57

受験生 6,000 6,000 4,000

合格率 4.6 3.4 2.6

受験生/試験官 87 107 70

*旗人は1654年の科挙に含まれたが、割り当て数は別個であり、全体として学位取得者の一部としては見な
されなかった。彼らは、1657年および1660年の科挙では分類外であった。

表5.17 清朝の1655-1760年の会試における『五経』の一つの経典への特化の頻度（％）
西暦 1655年 1659年 1691年 1742年 1754年 1760年
年号 順治12年 順治16年 康熙30年 乾隆 7 年 乾隆19年 乾隆25年
古典 % % % % % %

『易経』 30 31 30 28 27 26

『書経』 21 20 20 27 25 24

『詩経』 36 35 35 25 35 30

『春秋』 7 7 8 7 7 13

『礼経』 6 6 7 9 7 7

『五経』 ̶ ̶ ̶ 4 ̶ ̶
挙人 385 350 156 319 241 191

注：特化の必要条件は1787年（乾隆52年）に改定された。その時、朝廷は義務付けられた古典を回転ベー
スで選んだ。そして、1793年（乾隆58年）の会試、郷試の双方で断念された。



ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
A
・
エ
ル
マ
ン
　「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
上
）

四
七

に
つ
い
て
も
よ
く
知
っ
て
い
る
、
南
斉
よ
り
も
後
の
時
代
の
未
知
の
幽
霊
に
よ
っ
て

演
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
と
。
こ
う
付
け
加
え
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
一
八

世
紀
後
半
の
科
挙
受
験
者
達
に
律
詩
を
用
い
て
の
予
言
を
提
供
で
き
る
人
物
が
、
新

し
い
詩
の
設
問
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
と

78

。

　

心
霊
書
写
に
類
似
し
て
、霊
媒
師
に
由
来
す
る
、ま
た
は
夢
の
中
に
出
現
し
た
「
書

か
れ
た
言
葉
を
解
読
す
る
こ
と
（「
拆
字
」
あ
る
い
は
「
測
字
」）」
と
し
て
知
ら
れ

る
技
法
は
、
漢
字
構
成
法
の
六
つ
の
規
則
（
六
書
）
を
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
る
。
許

慎
（
五
八‒

一
四
七
）『
説
文
解
字
』
以
来
、
中
国
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
、
そ
の

規
則
は
ほ
と
ん
ど
一
万
字
の
異
な
る
漢
字
を
、
発
音
と
構
造
に
よ
っ
て
五
三
〇
の
部

首
に
従
っ
て
分
類
し
た
。
こ
の
よ
う
な
言
語
学
的
、
技
術
的
文
字
分
析
は
、
通
俗
文

化
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
心
霊
書
写
を
通
じ
て
受
け
取
ら
れ
た
秘
密
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
解
読
す
る
た
め
に
、
占
い
師
や
予
言
者
に
よ
っ
て
専
有
さ
れ
た

79

。

　

漢
字
の
意
味
を
表
す
語
根
要
素
（
偏
）
と
そ
の
補
助
的
な
音
声
を
表
す
要
素
（
旁
）

は
、
古
典
学
者
に
よ
っ
て
、
漢
字
の
古
代
的
意
味
を
決
定
す
る
た
め
に
共
に
用
い
ら

れ
て
き
た
が
、
才
気
あ
る
運
命
の
予
言
者
に
よ
っ
て
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
る
こ
と
が

可
能
で
あ
っ
た
。
予
言
者
は
、
漢
字
を
構
成
要
素
に
分
解
し
て
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て

伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
秘
密
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
も
し
く
は
語
呂
合
わ
せ
を

見
抜
く
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
再
結
合
し
た
。
例
え
ば
、
一
四
〇
六
年
（
永
楽
四
年
）、

福
建
の
知
識
人
で
あ
る
林
環
が
次
の
よ
う
な
こ
と
を
夢
に
見
た
（
図6.3

を
見
よ
）。

78 
紀
昀
『
閲
微
草
堂
筆
記
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）18.451-52

。

79 
『
清
稗
類
鈔
』73.90-91

。
ま
た
、R

ichard Sm
ith, Fortune-Telkrs and Philosophers, 

pp. 43, 201

と
、W

olfgang B
auer, "C

hinese G
lyphom

ancy," in Sarah A
llan and 

A
lvin C

ohen, eds., Legend, Lore, and Religion in C
hina 

（San Francisco: C
hinese 

M
aterials C

enter,1979

）, pp. 71-96 

を
見
よ
。

る
こ
と
を
許
し
た
と
き
、
関
帝
（
も
し
く
は
霊
媒
師
）
が
『
春
秋
』
を
好
ん
だ
こ
と

を
示
唆
し
て
い
た
。
一
七
五
六
年
（
乾
隆
二
一
年
）
以
前
は
、
関
帝
の
よ
う
に
、『
春

秋
』の
注
釈
の
長
さ
ゆ
え
に
、そ
れ
を
マ
ス
タ
ー
し
た
受
験
生
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ

た
（
表5.6
と5.17
を
見
よ
）

76

。

　

第
十
章
に
見
る
よ
う
に
、
一
七
四
〇
年
（
乾
隆
五
年
）
以
降
の
時
代
は
、

一
七
五
六
年
（
乾
隆
二
一
年
）
に
お
け
る
、
律
詩
形
式
で
の
回
答
を
要
求
さ
れ
る

設
問
の
追
加
を
含
む
、
科
挙
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
変
化
の
多
い
時
代
で
あ
っ

た
。
例
え
ば
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ザ
イ
ト
リ
ン
は
、
漢
学
者
の
紀
昀
（
一
七
二
四‒

一
八
〇
五
）
と
一
群
の
学
者
達
が
一
八
世
紀
後
半
に
杭
州
の
西
湖
付
近
の
霊
媒
師
の

意
見
を
聞
い
た
時
の
紀
昀
の
当
惑
を
記
述
し
て
い
る
。
霊
媒
師
た
ち
を
通
じ
て
出
現

し
た
詩
は
、
墓
所
が
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
一
人
の
有
名
な
妓
女
で
あ
っ
た
詩
人
の
こ

と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
た
。
彼
女
は
、
お
そ
ら
く
詩
を
書
く
現
実
の
霊
で
あ
る
と
彼

ら
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る

77

。

　

紀
昀
を
悩
ま
し
た
こ
と
は
、
霊
が
作
っ
た
詩
が
、
そ
の
霊
が
実
際
に
生
き
て
い
た

時
代
で
あ
る
南
斉
（
四
七
九‒

五
〇
二
）
に
は
発
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
形
式
で
あ

る
律
詩
で
書
か
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。「
ど
の
よ
う
に
し
て
あ
な
た
は
律
詩
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」と
紀
昀
は
質
問
し
た
。た
と
え
、異
世
界
に
住
ん
で
い
て
も
、

霊
魂
も
人
と
同
様
に
時
代
に
遅
れ
な
い
も
の
だ
と
、
詩
人
の
霊
は
答
え
た
。
紀
昀
は

そ
の
時
、
南
斉
時
代
の
ス
タ
イ
ル
で
詩
を
作
っ
て
く
れ
る
よ
う
詩
人
の
霊
に
頼
ん
だ

と
こ
ろ
、
彼
女
は
霊
媒
師
を
通
じ
て
首
尾
よ
く
そ
れ
に
成
功
し
た
。
彼
ら
が
、
言
葉

を
交
わ
し
た
霊
魂
が
実
際
の
六
朝
の
妓
女
「
蘇
小
小
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
な
お
納
得

し
て
い
な
い
紀
昀
は
、
奇
妙
に
も
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。
彼
女
は
、
律
詩

76 

『
清
稗
類
鈔
』73.22
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77 Zeitlin, "Spirit-w
riting and Perform

ance," p. 3

。
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四
八

う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
紀
昀
は
、
彼
が
合
格
し
た
一
七
五
四
年
（
乾
隆
一
九
年
）
の

会
試
の
後
、
殿
試
の
前
に
、
浙
江
出
身
の
有
名
な
「
拆
字
」
分
析
者
に
、
彼
の
最
終

的
な
進
士
の
順
位
が
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
を
見
出
す
よ
う
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
。

紀
昀
は
、そ
の
人
物
に
、紀
昀
の
合
格
順
位
を
分
析
、決
定
し
て
も
ら
う
た
め
に
、「
墨
」

と
い
う
漢
字
を
書
い
た
。
浙
江
出
身
の
男
性
は
、
紀
昀
が
進
士
の
三
つ
の
順
位
の
う

ち
、
ト
ッ
プ
の
「
一
甲
」
に
合
格
す
る
可
能
性
は
な
い
、
な
ぜ
な
ら
「
墨
」
と
い
う

漢
字
の
頭
の
部
分
は
「
里
」
と
い
う
漢
字
に
似
て
お
り
、そ
れ
を
逆
転
さ
せ
る
と
「
二

甲
」
と
い
う
文
字
に
な
り
、
進
士
の
第
二
グ
ル
ー
プ
と
同
じ
意
味
に
な
る
か
ら
で
あ

る
と
回
答
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
分
析
者
は
続
け
た
。
紀
昀
は
翰
林
院
に
入
る
運
命
に
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、「
黒
」
字
の
「
里
」
の
下
の
四
つ
の
点
は
、「
庶
」
字
の
下
部
を
構
成
す
る

四
つ
の
点
と
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。「
墨
」
字
の
最
下
部
の
「
土
」
字
も
「
士
」
字

に
近
い
。
最
後
の
「
士
」
字
は
「
吉
」
字
の
上
部
で
あ
り
、「
庶
吉
士
」
と
い
う
官

職
で
あ
る
。
紀
昀
は
「
第
二
甲
」
の
第
七
位
で
あ
り
、
庶
吉
士
で
翰
林
院
に
入
っ

た
81

。

　

運
命
の
予
測
に
お
い
て
は
、
人
の
生
年
月
日
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
依
存
す
る

こ
と
が
非
常
に
多
か
っ
た
の
で
、
受
験
生
た
ち
が
用
い
た
他
の
一
般
的
技
法
は
、
彼

ら
の
運
命
を
変
化
さ
せ
る
か
、
も
し
く
は
自
ら
の
名
前
を
少
し
変
え
る
こ
と
で
、
不

吉
な
心
霊
書
写
会
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
名
前
の
変
更
は
、
受
験
生

た
ち
に
自
ら
の
宿
命
論
的
運
命
を
変
更
す
る
可
能
性
の
あ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

変
化
と
し
て
役
に
立
っ
た
。
も
し
く
は
、
名
前
の
変
更
は
、
彼
ら
に
特
定
の
姓
も
し

く
は
名
前
の
基
準
に
一
致
す
る
人
を
待
ち
受
け
て
い
る
吉
兆
の
運
命
を
利
用
す
る
こ

と
を
許
し
た
。
多
く
の
受
験
生
が
そ
う
し
た
よ
う
に
、「
天
榜
」（
天
上
で
の
ラ
ン
キ

81 

『
清
稗
類
鈔
』73.92

。
こ
の
史
料
で
は
、
会
試
の
年
を
一
七
四
八
年
と
誤
っ
て
い
る
。

彼
が
、
春
の
会
試
と
殿
試
を
受
験
し
よ
う
と
し
た
時
、
彼
の
友
人
が
幾
許
か
の
犬
の

肉
を
送
り
届
け
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
林
環
は
こ
れ
が
幸
運
の
前
兆
（「
先

兆
」）
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
し
た
。

　

犬
を
表
す
「
犬
」
と
い
う
漢
字
が
、
林
環
と
彼
の
翰
林
院
の
同
僚
に
よ
っ
て
分
析

さ
れ
た
時
、彼
ら
は
最
初
「
状
元
」
の
「
状
」
字
の
右
の
部
分
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

次
に
、犬
と
い
う
漢
字
は
そ
れ
自
身
、漢
字
を
構
成
す
る
部
首
で
あ
り
、同
時
に
「
状
」

は
犬
の
部
首
グ
ル
ー
プ
の
最
初
の
漢
字
で
も
あ
っ
た
。「
拆
字
」
の
こ
れ
ら
二
つ
の

方
法
は
、
林
環
が
状
元
に
な
る
こ
と
を
確
信
す
る
こ
と
を
強
め
た
。
本
質
的
に
、
こ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
解
釈
者
の
急
な
要
求
に
合
わ
せ
る
た
め
、
も
っ
と
も
ら
し
く
場
当

た
り
的
な
漢
字
の
「
解
剖
」
を
構
築
す
る
と
い
う
想
像
力
に
自
由
を
与
え
た

80

。

　

こ
の
技
法
は
、
本
来
の
成
功
も
し
く
は
失
敗
を
予
言
す
る
の
に
も
用
い
ら
れ
る
よ

80 

『
状
元
図
考
』
巻 1.15a-b

。

図版6.3 犬の肉を送る（1406年 永楽４年）：
顧鼎臣、顧祖訓編、1607年（万暦35年）刊『明
状元図考』



ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
A
・
エ
ル
マ
ン
　「
感
情
的
苦
悶
、
成
功
へ
の
夢
、
試
験
生
活
」（
上
）

四
九

得
た
い
の
な
ら
自
分
の
名
前
を
変
え
る
よ
う
に
と
他
の
誰
か
か
ら
告
げ
ら
れ
る
と
い

う
夢
を
見
た
。
陸
祖
禹
は
、
自
ら
の
名
前
を
「
祖
禹
」
と
変
え
て
後
、
副
榜
（
補
欠

合
格
者
）
と
し
て
、
高
位
の
科
挙
で
首
尾
よ
く
競
争
す
る
こ
と
が
で
き
た

84

。

　

他
の
例
と
し
て
、
陳
宏
謀
の
玄
孫
で
あ
る
陳
継
昌
は
、
挙
人
の
地
位
を
陳
守
叡
と

い
う
名
前
で
、
ト
ッ
プ
合
格
で
手
に
入
れ
た
が
、
一
八
二
〇
年
（
嘉
慶
二
五
年
）
の

会
試
の
た
め
に
、
夢
に
基
づ
い
て
自
分
の
名
前
を
「
継
昌
」
と
変
更
し
た
。
そ
の
結

果
、
彼
は
会
試
、
殿
試
と
も
に
ト
ッ
プ
で
合
格
し
た
。
吉
夢
に
基
づ
い
て
、
陳
継
昌

は
郷
試
、
会
試
（
陳
継
昌
と
い
う
名
前
で
）
双
方
で
ト
ッ
プ
合
格
し
た
わ
ず
か
二
人

の
清
朝
知
識
人
の
う
ち
一
人
と
も
な
っ
た
。
彼
は
、
同
様
に
三
回
の
地
方
試
験
で
も

ト
ッ
プ
合
格
し
た
の
で
、
大
小
三
元
（
大
三
元
と
小
三
元
）
と
い
う
称
号
の
保
有
者

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

85

。

　

最
後
の
例
と
し
て
、
魏
芸
閣
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。
彼
は
一
八
二
一
年
（
道
光

元
年
）
の
浙
江
郷
試
に
つ
い
て
の
「
天
榜
」（
天
上
で
の
順
位
）
を
夢
に
見
た
。
リ

ス
ト
の
最
初
の
名
前
は
、魏
士
龍
と
い
う
名
の
杭
州
出
身
の
知
識
人
で
あ
っ
た
。「
士

龍
」
と
い
う
名
の
杭
州
出
身
者
は
一
人
も
登
録
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
の
後
、
魏

芸
閣
は
自
ら
の
名
前
を
変
更
し
て
「
天
榜
」
に
一
致
さ
せ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
天

榜
」
は
リ
ス
ト
が
何
年
の
も
の
か
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
魏
士
龍
と
し
て
受

験
し
た
魏
芸
閣
は
一
八
二
一
年
（
道
光
元
年
）
の
郷
試
に
落
第
し
た
。
彼
は
予
言
が

実
現
す
る
ま
で
一
八
四
四
年
（
道
光
二
四
年
）
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

し
て
、
魏
士
龍
と
し
て
彼
は
そ
の
年
の
浙
江
郷
試
に
解
元
と
し
て
つ
い
に
合
格
し
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
記
録
の
編
者
で
あ
る
徐
珂
は
、
こ
れ
ら
を
「
迷
信
」（
支
離

84 

『
清
稗
類
鈔
』74.84

。

85 

同
上74.54
。
こ
こ
で
の
地
方
試
の
年
は
一
八
一
三
年
で
あ
る
が
、
同
上 74.109 

で
は
、

一
八
一
九
年
に
陳
継
昌
が
解
元
を
達
成
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ン
グ
）
を
夢
に
見
る
こ
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
最
終
的
な
地
上
で
の
順
位
を
知
る
こ
と

で
あ
っ
た

82

。
多
く
の
場
合
、
名
前
の
変
更
は
、
予
言
の
夢
に
基
づ
く
単
に
戦
略

的
決
断
、
も
し
く
は
、
そ
の
人
の
名
前
が
二
つ
の
意
味
を
伝
え
て
い
る
場
合
、
解
釈

違
い
の
可
能
性
を
避
け
る
た
め
の
政
治
的
決
断
で
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
袁
黄
は
、「
科
挙
で
の
成
功
は
全
て
陰
徳
次
第
で
あ
る
」
と
信
じ
て
い

た
が
、
袁
了
凡
と
い
う
名
前
で
登
録
し
た
一
五
七
七
年
（
万
暦
五
年
）
の
会
試
で
落

第
し
た
。
後
に
彼
は
、
袁
黄
と
名
付
け
ら
れ
た
あ
る
人
物
が
会
元
に
な
る
こ
と
を
運

命
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
夢
を
見
て
、そ
こ
で
了
凡
と
い
う
名
を
黄
に
変
更
し
た
。

一
五
八
六
年
（
万
暦
一
四
年
）
の
殿
試
で
は
、
袁
黄
と
い
う
名
前
で
百
九
十
位
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
進
士
の
学
位
を
確
か
に
得
た
が
、
会
試
で
は
、
袁
宗
道
（
一
五
六
〇

‒

一
六
〇
〇
）
と
黄
汝
良
と
い
う
上
位
二
名
の
後
ろ
百
八
十
五
位
に
位
置
付
け
ら
れ

る
だ
け
で
あ
っ
た
。
袁
宗
道
も
、
袁
黄
と
同
様
に
、
道
教
徒
と
仏
教
徒
の
修
養
技
術

に
従
事
す
る
人
で
あ
っ
た

83

。

　

一
六
九
〇
年
（
康
熙
二
九
年
）
に
、
陸
祖
禹
は
、
満
洲
族
の
支
配
下
で
科
挙
に
合

格
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
な
ら
ば
、
名
前
を
変
え
る
よ
う
に
と
試
験
官
か
ら
告
げ
ら

れ
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
の
当
初
の
名
前
「
餼
満
」（
豊
か
な
贈
り
物
を
提
供
す
る
）

が
、
や
や
バ
ツ
の
悪
い
も
の
で
あ
り
、「
犠
牲
と
し
て
満
洲
族
を
利
用
す
る
」
と
い

う
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
も
出
来
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
試
験
官
が
彼
を

上
位
五
人
の
合
格
者
に
順
位
づ
け
よ
う
と
し
た
が
、
陸
祖
禹
の
名
前
は
公
式
の
挙
人

の
リ
ス
ト
に
位
置
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
陸
祖
禹
も
、
も
し
彼
が
よ
り
高
い
地
位
を

82 

明
代
の
一
六
一
九
年
の
会
試
に
お
け
る
「
天
榜
」
の
例
に
つ
い
て
は
、『
前
明
科
場
異

聞
録
』B

.30a-b 

お
よ
び
諸
処
の
部
分
を
見
よ
。

83 

『
制
義
科
瑣
記
』2.66 

と
『
会
試
録
』
一
五
八
六
年
、18a-36b

（『
明
代
登
科
録
彙
編
』

第
二
〇
冊
所
収
）。



高
　
　
津
　
　
　
孝

五
〇

に
科
挙
で
の
成
功
を
生
み
出
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
我
々
は
、
例
え
ば
、
袁
黄
が
、

科
挙
で
の
成
功
は
受
験
生
の
能
力
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
彼
の
先
祖
の
功
徳

の
積
み
重
ね
に
よ
る
の
だ
と
教
え
て
い
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
明
ら
か
に
帝
政
後
期

の
知
識
人
は
、
こ
の
よ
う
な
技
術
を
利
用
す
る
た
め
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
治
療

的
な
理
由
を
理
解
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
漢
族
と
非
漢
族
の
支
配
階
層
エ
リ
ー
ト
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
点
で
、
こ
れ
ら
の
技
術
は
通
俗
宗
教
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
加

わ
っ
た
の
で
あ
る

88

。

88 R
ichard Sm

ith, Fortune-Tellers and Philosophers, pp. 131-59 

を
見
よ
。

滅
裂
な
確
信
）
と
し
て
分
類
し
て
い
る
の
で
、
二
四
年
間
待
つ
こ
と
が
、
そ
れ
に
値

し
た
の
か
ど
う
か
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

86

。

　

失
踪
と
入
れ
替
わ
り
は
、自
ら
の
運
命
を
変
化
さ
せ
る
と
い
う
テ
ー
マ
に
と
っ
て
、

い
ま
ひ
と
つ
の
変
種
で
あ
っ
た
。
ア
ン
・
ウ
ォ
ル
ト
ナ
ー
は
、
蒲
松
齢
に
よ
る
周
克

昌
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
物
語
を
関
連
付
け
た
。
そ
の
中
で
は
、
一
人
の
少
年
が
失

踪
し
、
そ
し
て
秘
密
裏
に
彼
の
幽
霊
に
よ
っ
て
入
れ
替
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
勤
勉

で
あ
る
た
め
、
幽
霊
の
周
は
成
長
し
て
科
挙
に
合
格
す
る
。
結
婚
は
し
た
が
、
幽
霊

で
あ
る
た
め
、
彼
は
決
し
て
そ
の
結
婚
を
完
成
さ
せ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
後
継
を
家

族
に
提
供
し
な
い
こ
と
で
母
親
か
ら
厳
し
く
非
難
さ
れ
た
。「
本
物
の
」
周
が
再
び

現
れ
た
と
き
、
第
二
の
転
換
が
彼
を
養
子
に
し
て
い
た
商
人
と
取
り
決
め
ら
れ
た
。

本
当
の
周
は
、
そ
こ
で
幽
霊
と
入
れ
替
わ
り
、
後
継
の
父
親
と
な
り
、
周
家
は
そ
れ

に
よ
っ
て
二
重
の
成
功
が
認
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
科
挙
で
の
成
功
と
寝
室
で

の
幸
福
」（
科
第
閨
幃
福
）
で
あ
る
。
勉
強
熱
心
で
あ
っ
た
が
、
幽
霊
の
周
は
も
は

や
有
用
で
は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
物
語
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
変
換
の
実

際
的
使
用
を
反
映
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
異
世
界
が
、
科
挙
で
の
成
功
を
達
成
す
る

た
め
の
同
盟
者
と
し
て
こ
の
世
界
へ
と
招
来
さ
れ
た

87

。

　

同
様
に
、
墓
や
家
や
寺
院
の
た
め
に
幸
運
な
場
所
を
探
し
当
て
る
風
水
の
使
用

は
、
科
挙
市
場
に
も
適
用
さ
れ
た
。
有
名
な
風
水
師
は
、
幸
運
な
先
祖
伝
来
の
土
地

を
選
ぶ
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
で
、
売
れ
っ
子
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
墓
所
は
、

先
祖
崇
拝
の
実
践
の
中
で
想
定
さ
れ
て
い
た
世
代
間
の
繰
越
を
考
慮
す
れ
ば
、
同
様

86 

『
清
稗
類
鈔
』74.111

。
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蒲
松
齢
『
聊
斎
志
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』（
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、
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六
二
年
）3/1067-68 

を
見
よ
。
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